
※広報に掲載されたご家族の写真を無料で差し上げます。
　ご希望の方は広報情報グループまでお問い合わせください。

【今月の表紙】　歌志内小学校卒業式

　３月１８日、歌志内小学校で第４回卒業証書授与

式が行われました。

　３３人の児童たちは、真新しい制服に身を包み、

家族への感謝の言葉や将来の夢などを述べたあと、

中井清一校長から卒業証書を受けとりました。

　式の終了後、雪が舞う中お世話になった先生や

在校生、保護者に見守られながら学舎をあとにし

ました。

歌志内市民憲歌志内市民憲章章
　わたくしたちは神威岳の山ふところ本道開拓わたくしたちは神威岳の山ふところ本道開拓のの
あけぼのとして石炭とともに発展した輝かしいあけぼのとして石炭とともに発展した輝かしい歴歴
史を誇る歌志内の市民です史を誇る歌志内の市民です。。
苦難にみちた先人の開拓精神をうけつぎ移り　苦難にみちた先人の開拓精神をうけつぎ移りかか
わる社会環境にたち向かい平和で明るく豊かなわる社会環境にたち向かい平和で明るく豊かなまま
ちを築くためにこの市民憲章を定めますちを築くためにこの市民憲章を定めます。。　

●たくましい 心豊かな市民になり●たくましい　心豊かな市民になりまま
しょしょうう
●たがいに認めあう 明るい家庭を●たがいに認めあう　明るい家庭をつつ
くりましょくりましょうう

●しあわせで生き生きとした きれ●しあわせで生き生きとした　きれいい
なまちをつくりましょなまちをつくりましょうう

〈昭和４８年５月３日制定〈昭和４８年５月３日制定〉〉

歌志内市民憲歌志内市民憲章章

　　歌志内市のアドレス

 ホームページ http://www.city.utashinai.hokkaido.jp/

 Ｅメール　　 info@city.utashinai.hokkaido.jp
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平
成

年
度
の
ま
ち
づ
く

平
成
　
年
度
の
ま
ち
づ
く
りり

２６２６
～
市
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
と
予
算
の
概
要

 

～
市
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
と
予
算
の
概
要
～～

平
成
　
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

２６

 

～
市
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
と
予
算
の
概
要
～

●
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
認
識
し
、
真
に
必
要
と
す
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
多
様
な
行
政
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
な
ど
、
よ
り
多

く
の
市
民
と
の
対
話
を
進
め
、
市
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
「
広
報
う
た
し
な
い
」
を
よ
り
親
し
み

や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
か
ら
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
な
ど
、

見
や
す
さ
、
読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
な

が
ら
紙
面
編
集
の
工
夫
に
努
め
ま
す
。

●
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
よ
り
早

い
情
報
提
供
の
手
段
と
し
て
、
情
報
更

新
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
的
確
な
情
報
発
信

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
行
政
情
報
の
共

有
化
な
ど
を
目
的
に
開
催
す
る
、
地
区

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

直
接
対
話
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

●
恒
久
平
和
を
願
う
啓
発
運
動
を
推
進
し
、

市
民
の
平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。

活
力
と
魅

活
力
と
魅
力力

あ
ふ
れ
る
ま

 

あ
ふ
れ
る
ま
ちち

市
民
と
協
働

市
民
と
協
働
でで

創
る
ま

 

創
る
ま
ちち

第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
村
上
市
長
と
森
塚
教
育
長
が
そ
れ
ぞ
れ
、
本
年
度

　
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
村
上
市
長
と
森
塚
教
育
長
が
そ
れ
ぞ
れ
、
本
年
度
のの

市
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た

市
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。。

執
行
方
針
は
、
新
年
度
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
の
か
、
教
育
行
政
を
ど

　
執
行
方
針
は
、
新
年
度
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
の
か
、
教
育
行
政
を
ど
のの

よ
う
に
進
め
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
各
事
業
を

よ
う
に
進
め
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
各
事
業
を
進進

め
る
も
の
で
す

め
る
も
の
で
す
。。

そ
こ
で
、
総
額

億

　
そ
こ
で
、
総
額
　
億
６６
，，７７
２
８
万
円
の
新
年
度
予
算
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
に
つ
い

２
８
万
円
の
新
年
度
予
算
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
に
つ
い
てて

５４５４

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す
。。

別
市
政
懇
談

会
や
町
内
会

連
合
会
と
の

情
報
交
換
会
、

小
中
学
生
や

各
種
団
体
と

の
懇
談
会
な

ど
、
市
民
と

■
商
工
業
の
振
興

●
商
工
会
議
所
と
の
強
い
連
携
の
も
と
、

各
種
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

企
業
間
で
の
情
報
交
換
を
促
進
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

■
鉱
業
の
振
興

●
空
知
炭
礦
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
露
頭
炭
採

掘
事
業
の
さ
ら
な
る
継
続
に
向
け
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
い

ま
す
。

■
農
業
の
振
興

●
水
耕
栽
培
事
業
が
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
今
後
は
市
内
で
の
販
売
を
含
め
近

郊
の
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
出
荷
量
が
増
え
、

よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
特
産
品
と
し

て
普
及
す
る
こ
と
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
土
産
品
な
ど
観
光
事
業
と
の
連
携

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
新
た
な
農
業
分
野
と
し
て
注
目
さ
れ
て

『
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た

『
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
とと

実
感
で
き
る
ま
ち
』
を
目
指
し

 

実
感
で
き
る
ま
ち
』
を
目
指
し
てて
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い
る
薬
用
作
物
の
栽
培
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、
本

市
に
お
け
る
事
業
化
の
可
能
性
に
つ
い

て
研
究
し
ま
す
。

■
新
産
業
創
造
等
事
業
の
活
用

●
水
晶
デ
バ
イ
ス
開
発
事
業
や
室
内
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
事
業
、
高
齢
者
向
け
住
宅
運

営
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
今
後
も
新
た
な
雇
用
創
出
を

含
め
安
定
し
た
事
業
展
開
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

■
観
光
事
業
の
推
進

●
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
し
て
い
る
観

光
施
設
等
は
、
引
き
続
き
民
間
の
も
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
な
が
ら
、
よ
り
親

し
ま
れ
る
施
設
運
営
に
取
り
組
む
よ
う

要
請
を
行
い
、
ま
た
、
老
朽
化
に
伴
い

利
用
面
で
支
障
が
生
じ
て
き
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
あ
り
方
を
含

め
検
討
し
ま
す
。

理
念
で
あ
る
、『
気
遣
い
、
心
遣
い
、
向

こ
う
三
軒
両
隣
』
に
基
づ
き
、
市
民
の

主
体
的
な
参
加
と
、
事
業
所
、
行
政
の

協
働
の
も
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
地
域
活
動
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
や
ま
と
め
役
の
養
成
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
福
祉
活

動
を
担
う
人
材
の
発
掘
と
育
成
に
関
す

る
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

●
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
高
齢
者
の
立
場
に
た
っ

た
視
点
で
支
援
し
ま
す
。

●
介
護
教
室
は
、
よ
り
一
層
、
介
護
の
知

識
と
技
術
が
地
域
に
普
及
・
浸
透
さ
れ

る
よ
う
、
開
催
回
数
を
増
や
し
て
実
施

し
ま
す
。

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
生
園
は
、
社
会
福

祉
法
人
ほ
く
志
会
へ
施
設
譲
渡
を
行
い
、

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
民
間
活
力
に
よ

る
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
期
待
し

ま
す
。

■
児
童
福
祉
の
推
進

●
「
歌
志
内
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
行
動
後
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
ニ
ー

ズ
調
査
の
結

果
な
ど
を
踏

ま
え
、
新
制

度
に
向
け
た

「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援

事
業
計
画
」

を
策
定
し
、

教
育
委
員
会

　　　　平成２６年度のまちづくり

ま
れ
る
施
設
と
し
て
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
労
働
行
政
の
推
進

●
市
内
に
お
け
る
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
中
、
関
係
機
関
連
携
の
も
と

雇
用
創
出
に
向
け
た
各
種
支
援
制
度
等

の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
定
住
化
の
促
進

●
新
た
に
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
推
進

事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
住
宅
建
設
助
成
金
制
度
の
内
容

を
見
直
し
、
定
住
促
進
条
例
を
制
定
し
、

東
光
団
地
の
分
譲
促
進
を
は
じ
め
、
市

内
の
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
「
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」
に
引
き
続

き
参
加
し
、
移
住
定
住
に
関
す
る
事
業

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
移
住
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
進
め
ま
す
。

■
地
域
間
交
流
の
促
進

●
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域
活
動

を
実
践
す
る
市
民
有
志
に
よ
る
各
種
団

体
等
を
支
援
し
、
よ
り
一
層
地
域
間
の

結
び
つ
き
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
進
め
、

地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

健
康
健
康
でで

心
ふ
れ
あ
う
ま

 

心
ふ
れ
あ
う
ま
ちち

●
珂
歌
志
内
振

興
公
社
が
経

営
す
る
チ
ロ

ル
の
湯
に
つ

い
て
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

効
果
に
よ
る

経
営
の
安
定

化
と
、
皆
さ

ん
か
ら
親
し

■
地
域
福
祉
の
推
進

●
「
歌
志
内
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
基
本

自
立
し
て
生
き
が
い
を
も
ち
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

■
保
健
行
政
の
推
進

●
「
歌
志
内
市
健
康
増
進
計
画
」
に
基
づ

き
予
防
対
策
事
業
及
び
健
康
づ
く
り
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

●
健
康
寿
命
の
延
伸
を
中
心
課
題
と
と
ら

え
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
や
重
症

化
予
防
対
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
た

め
、　

歳
か
ら
　
歳
代
の
健
康
診
査
や

２０

３０

２
次
検
診
と
し
て
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験

等
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
対
す
る
健

康
診
査
料
を
無
料
化
し
ま
す
。

と
連
携
の
も
と
、
推
進
体
制
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

●
「
第
３
期
歌
志
内
市
障
が
い
福
祉
計

画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
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●
快
適
な
生
活
空
間
と
な
る
道
路
や
河
川

に
つ
い
て
は
、
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と

平成２６年度のまちづくり　　　　

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

快
適
で
や
す
ら
ぎ

快
適
で
や
す
ら
ぎ
のの

あ
る
ま

 

あ
る
ま
ちち

●
各
種
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
働
き
盛
り

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
を
継
続
し
、
受

診
の
促
進
と
異
常
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
す
。

●
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
現
在
国
で
は
、

水
痘
及
び
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
成
人

用
肺
炎
球
菌
の
二
つ
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
、
市
町
村
が
行
う
定
期
予
防
接
種

に
加
え
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

平
成
　
年
秋
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る

２６

こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
な
ど
を
注
視
し

な
が
ら
、
実
施
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
妊
産
婦
の
健
康
管
理
と
乳
幼
児
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
、
健
康
診
査
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
保
健
事
業
を
推
進
し
、

安
心
・
安
全
な
出
産
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
妊
婦
一
般
健
康
診

査
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

■
病
院
事
業
の
運
営

●
「
歌
志
内
市
立
病
院
経
営
健
全
化
計

画
」
を
基
本
に
、
不
良
債
務
を
発
生
さ

策
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
計
画

を
継
続
し
、
健
全
な
病
院
経
営
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
医
師

及
び
診
療
体
制
を
確
保
し
、
安
定
的
な

医
療
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
の
推
進

●
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
特
定
健
康
診

査
の
受
診
費
用
を
無
料
化
し
、
受
診
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
受
診

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進

及
び
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
、
事
業
の

健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
て
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
保
健
の
向

上
と
健
や
か
な
育
成
を
図
る
た
め
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化

を
継
続
し
ま
す
。

せ
な
い
よ
う
、

経
営
の
健
全

化
に
一
層
努

力
し
ま
す
。

●
国
の
新
た
な

「
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が

■
道
路
・
公
営
住
宅
の
整
備

●
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
北

海
道
小
規
模
治
山
補
助
事
業
と
し
て
、

三
坑
の
沢
の
水
路
工
事
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、

小
規
模
治
山
事
業
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
若

鍋
川
の
河
川
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
市
営
住
宅
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
歌
志
内
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
老
朽
化
住
宅
の
解
体

除
却
や
住
宅
の
集
約
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
定
住
化
対
策
の
一
環
と
し
て
既

存
空
戸
住
宅
を
魅
力
あ
る
住
宅
へ
改
修

整
備
し
ま
す
。

●
改
修
事
業
と
し
て
、
文
珠
本
通
り
地
区

の
屋
根
の
無
落
雪
化
工
事
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
本
町
地
区
及
び
文
珠

団
地
の
屋
根
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
良
好
な
住
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
市

営
住
宅
の
用
途
廃
止
や
集
約
、
老
朽
化

施
設
の
建
て
替
え
な
ど
、
住
環
境
整
備

の
方
針
を
定
め
る
「
住
生
活
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
住
環
境
整
備
の
方
針
を
定
め
ま
す
。

■
上
水
道
事
業

●
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
の
管
理
の
も

と
、
安
全
で
安
定
的
な
水
道
水
の
供
給

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

●
住
環
境
の
快
適
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

と
も
に
、
適

宜
維
持
修
繕

を
行
い
ま
す
。

特
に
冬
期
間

は
降
雪
状
況

や
沿
道
の
堆

雪
状
況
を
把

握
し
な
が
ら

適
切
な
除
排
雪
を
行
い
、
歩
車
道
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

●
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
空
知

広
域
水
道
企
業
団
が
計
画
す
る
配
水
管

の
布
設
工
事
に
あ
わ
せ
、
本
町
川
沿
線

及
び
歌
神
地
区
火
葬
場
線
の
改
良
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
神
威
地
区
山
手
線

と
中
村
５
号
線
の
局
部
改
良
工
事
を
行

い
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文

珠
地
区
ふ
れ
あ
い
公
園
内
を
縦
貫
す
る

自
転
車
道
ふ
れ
あ
い
橋
の
橋
面
改
修
、

神
威
児
童
セ
ン
タ
ー
前
の
人
道
橋
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

●
夜
間
の
防
犯
対
策
な
ど
に
欠
か
せ
な
い

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
大
曲
団
地
内
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
今
後
、
計
画
的
に
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
と
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。
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未
整
備
住
宅
へ
の
水
洗
化
促
進
に
努
め

ま
す
。

■
環
境
衛
生
事
業
の
推
進

●
ご
み
の
不
法
投
棄
や
不
適
正
排
出
の
防

止
を
図
る
た
め
、
看
板
の
設
置
や
広
報

紙
・
巡
回
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、
環
境

美
化
に
努
め
ま
す
。

●
資
源
回
収
奨
励
金
の
交
付
単
価
を
引
き

上
げ
、
資
源
回
収
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
物
の
回
収
を

促
進
す
る
な
ど
、
市
民
や
地
域
、
団
体

等
と
協
働
で
ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化

を
推
進
し
ま
す
。

●
可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
本
市

に
建
設
さ
れ
た
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
の
焼
却
施
設
に
お
い
て
適

正
処
理
さ
れ
る
よ
う
、
広
域
連
合
等
と

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
広
域
連
合
か

ら
受
託
し
た
焼
却
灰
を
処
理
す
る
専
用

施
設
と
し
て
東
光
最
終
処
分
場
を
適
正

に
管
理
運
営
し
ま
す
。

●
し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
２７

４
月
か
ら
の
共
同
処
理
に
向
け
て
、
関

係
市
町
等
と
連
携
し
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
共
同
処
理
の
開
始
に
よ
り
、

砂
川
地
区
保
健
衛
生
組
合
か
ら
の
受
託

処
理
を
含
め
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
の
し

尿
処
理
を
終
了
し
ま
す
。

■
消
防
行
政
の
推
進

●
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚

に
努
め
、
無
火
災
を
目
指
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
の
充
実

①
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

●
学
校
が
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
は
、
第
１

に
危
機
管
理
能
力
、
第
２
に
学
校
力
、

第
３
に
教
師
力
の
向
上
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

●
学
校
は
、
心
身
と
も
に
安
心
し
て
過
ご

せ
る
環
境
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
教
職
員
に
よ
る
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

●
昨
今
問
題
化
し
て
い
る
「
い
じ
め
」
に

つ
い
て
は
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
防
止
等
の
た

　　　　平成２６年度のまちづくり
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豊
か
な
心
を
育

豊
か
な
心
を
育
むむ

教
育
と
文
化
の
ま

 教
育
と
文
化
の
ま
ちち

防
犯
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
交
通
安
全
の
推
進

●
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
交
通
安

全
運
動
及
び
啓
発
活
動
を
通
じ
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
抑

止
に
向
け
た
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
消
費
者
行
政
の
推
進

●
複
雑
・
巧
妙
化
す
る
悪
質
商
法
や
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
消
費
者
被
害
の
未
然

防
止
と
被
害
相
談
等
の
迅
速
な
対
応
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
消
費
者
保
護
に
努
め
ま

す
。

め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を

策
定
し
、
決
し
て
見
逃
さ
ず
、
迅
速
で

適
切
な
対
応
を
と
り
、
家
庭
・
関
係
機

関
と
よ
り
密
接
な
連
携
を
図
り
ま
す
。

●
す
べ
て
の
教
職
員
は
、「
す
べ
て
は
、
子

ど
も
の
た
め
に
」
の
視
点
に
立
っ
て
、

自
分
の
学
校
を
高
め
る
意
識
を
向
上
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
教
育
の
充
実

●
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
確

実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
学
習
内
容
を
指

導
計
画
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
個

に
応
じ
た
指
導
を
充
実
し
ま
す
。

●
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
を
活
用
し
、

自
ら
考
え
判
断
し
、
表
現
す
る
力
を
育

成
す
る
た
め
、
体
験
的
・
問
題
解
決
的

な
学
習
を
重
視
し
、
子
ど
も
の
思
考
の

道
筋
を
生
か
し
た
自
主
的
・
自
発
的
な

学
習
意
欲
を
養
い
、
学
力
向
上
に
努
め

ま
す
。

●
救
命
率
向
上

の
た
め
、
救

急
隊
員
の
教

育
研
修
に
努

め
る
と
と
も

に
、
市
民
を

対
象
と
し
た

普
通
救
命
講

習
の
充
実
を

図
り
、
応
急
処
置
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
ま
す
。

●
消
防
活
動
に
即
応
す
る
た
め
、
老
朽
化

し
た
「
広
報
搬
送
車
」
を
更
新
し
ま
す
。

●
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、「
北
海

道
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
協
議
し
ま
す
。

■
防
災
対
策

●
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

「
歌
志
内
市
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直

し
を
行
い
、
防
災
・
減
災
意
識
の
高
揚

と
自
主
防
災
活
動
の
普
及
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
備
蓄
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
計
画
的
に
避
難
者
用

の
毛
布
や
非
常
食
な
ど
の
備
蓄
を
進
め

ま
す
。

■
防
犯
対
策

●
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
守
る
自
主
防
犯

活
動
に
取
り
組
む
諸
団
体
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
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●
文
部
科
学
省
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
活

用
し
て
指
導
力
向
上
を
図
る
授
業
研
究

を
す
す
め
、「
わ
か
る
授
業
」
を
追
求
し

ま
す
。

●
幼
稚
園
、
小
学
校
で
の
国
際
教
育
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
日
本
語
や

語
彙
の
使
い
方
等
を
指
導
す
る
学
習
を

推
進
し
ま
す
。

●
放
課
後
活
動
や
長
期
休
業
を
活
用
し
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
と
評
価

を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
学
習
サ
ポ
ー

ト
の
実
施
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
の
良

さ
や
自
己
表
現
で
き
る
出
番
を
与
え
、

自
分
ら
し
さ
を
た
い
せ
つ
に
で
き
る
学

習
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

③
健
康
で
安
全
な
生
活
習
慣
教
育
の
推
進

●
幼
児
や
児
童
生
徒
に
、
生
命
の
尊
さ
や

心
身
の
健
康
の
た
い
せ
つ
さ
を
認
識
さ

せ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
意
欲
と
実
践
力
を
通
じ
、

「
人
間
力
」
を
育
み
ま
す
。

●
健
康
保
持
・
増
進
の
学
習
、
安
全
に
関

す
る
意
識
を
高
め
る
指
導
計
画
の
工
夫

を
行
い
、
適
切
か
つ
確
実
に
教
育
を
行

い
ま
す
。
特
に
、
共
生
社
会
の
構
築
を

目
指
す
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の

理
念
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

市
政
市
政
をを

推
進
す
る
た
め

 

推
進
す
る
た
め
にに

●
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
」
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
幼
・
小

・
中
一
貫
教
育
の
中
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
、
体
力
向
上
を
推
進
し
ま
す
。
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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平成２６年度のまちづくり　　　　

観
戦
を
行
い
、
本
物
を
見
て
夢
や
憧
れ

を
持
た
せ
る
社
会
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

加
え
て
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
を

図
り
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
非
行
防

止
に
努
め
ま
す
。

②
成
人
・
高
齢
者
の
学
び
の
環
境
整
備
及
び

郷
土
財
産
の
有
効
利
用
と
保
存
・
継
承

●
学
習
活
動
に
生
き
が
い
を
も
ち
、
地
域

の
絆
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
図
書
館
と
公
民
館
の
連
携
を
検
討

し
、
有
効
活
用
を
促
進
さ
せ
、
学
び
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
教
育
活
動
と
の
連
携
や
、
サ
ー
ク

ル
活
動
の
活
性
化
、
郷
土
館
や
旧
空
知

炭
鉱
倶
楽
部
な
ど
の
郷
土
財
産
の
保
存

・
継
承
と
、
有
効
な
利
用
に
努
め
ま
す
。

③
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り

の
促
進

●
各
種
情
報
の
提
供
や
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、
自
ら
健
康

づ
く
り
を
す
る
意
識
の
醸
成
を
積
極
的

に
進
め
、
誰
も
が
い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
世
代

に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
に
努

め
る
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を

活
性
化
し
て
い
く
う
え
で
、
ス
キ
ー
を

青
少
年
に
奨
励
し
、
多
く
の
経
験
を
重

ね
る
機
会
を
設
け
、
さ
ら
に
は
、
老
朽

化
し
た
市
営
プ
ー
ル
・
体
育
館
等
の
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

●
様
々
な
行
政
課
題
や
多
様
化
・
高
度
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
市

民
の
目
線
で
考
え
行
動
で
き
る
職
員
の

育
成
と
意
識
改
革
を
進
め
ま
す
。

●
財
政
運
営
と
し
て
、
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め
、
財
政

の
安
定
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
中
空

知
広
域
市
町
村
圏
組
合
に
よ
る
圏
域
振

興
に
向
け
た
各
種
事
業
に
参
画
す
る
と

と
も
に
、
滝
川
市
と
砂
川
市
を
中
心
市

と
す
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
実
現

に
向
け
、
構
成
市
町
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
協
議
を
進
め
ま
す
。

●
情
報
化
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
行
政
運
営
の
安

定
化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
必
要
な

シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新
を
進
め
、
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
。

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
１
月
か
ら
の
利
用
開
始
に
向

２８

け
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま

す
。

口
、
食
育
指
導
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
、
健
康

保
持
・
増
進
へ
の
正
し
い
知
識
と
、
望

ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

指
導
を
推
進
し
ま
す
。

■
社
会
教
育
の
充
実

①
家
庭
の
教
育
力
向
上
と
子
育
て
支
援
及

び
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

●
子
育
て
は
、
家
庭
が
子
ど
も
に
与
え
る

有
形
、
無
形
の
愛
情
と
、
人
間
の
発
達

段
階
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
必
要
不

可
欠
な
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
家
庭
教

育
に
関
す
る
学
習
機
会
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、

地
域
ぐ
る
み
の
健
全
育
成
に
努
め
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
青
少
年
に
対
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み

と
し
て
宿
泊
体
験
や
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

●
本
市
の
地
域

特
性
を
生
か

し
た
、
幼
稚

園
児
か
ら
の

ス
キ
ー
学
習

の
実
施
や
、

フ
ッ
化
物
洗
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平
成
　
年
度

２６

 

当
初
予
算
の
概
要

山
事
業
や
本
町
川
沿
線
道
路
改
良
舗
装
、

屋
根
改
修
な
ど
の
公
営
住
宅
整
備
の
ほ
か
、

旧
中
学
校
体
育
館
解
体
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
中
に
人
口
が
４
，０
０
０
人

を
割
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
移
住

・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
体
験
事
業
」
や
住
宅
建
設
に
係
る
「
定
住

促
進
助
成
事
業
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、　

億
円
で
、

４１

前
年
度
と
比
べ
１
億
５
，８
０
０
万
円
、
３

・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
主
な

要
因
は
、
昨
年
度
、
約
１
億
５
，０
０
０
万

円
を
投
資
し
た
チ
ロ
ル
の
湯
の
大
規
模
改

修
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
普
通
建

設
事
業
費
の
減
や
、
戸
籍
電
算
化
に
伴
う

デ
ー
タ
作
成
業
務
の
完
了
に
伴
う
物
件
費

の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
で
あ
る

市
税
は
、
２
億
１
，０
０
６
万
６
千
円
で
総

額
の
５
・
１
％
を
占
め
、
前
年
度
と
比
べ

１
８
１
万
円
、
０
・
９
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
入
湯
税
の

増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
　
億
６
，
０
０
０
万
円
で
、

２４

総
額
の
　
・
０
％
を
占
め
、
前
年
度
当
初

６０

と
同
額
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会

計
の
予
算
総
額
は
、　

億
６
，７
２
８
万
円

５４

で
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
７
，２
６
８
万
円
、

４
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

26年度の予算総額は５４億６,７２８万円
伸び率増　　　減２５年度当初予算額２６年度当初予算額会　計　別

△３．７％△１億５，８００万円４２億５，８００万円４１億円一 般 会 計１．

△１７．６％△１億３，８９０万円７億８，９２０万円６億５，０３０万円特 別 会 計

△３．３％△１，２６０万円３億８，３１０万円３億７，０５０万円公 共 下 水 道①

△４５．５％△４，２６０万円９，３６０万円５，１００万円神 威 岳 観 光②

△３９．５％△８，７１０万円２億２，０７０万円１億３，３６０万円国民健康保険③

３．７％３４０万円９，１８０万円９，５２０万円後期高齢者医療④

△５．９％△２億９，６９０万円５０億４，７２０万円４７億５，０３０万円一般・特別会計合計

３．５％２，４２２万円６億９，２７６万円７億１，６９８万円病 院 事 業 会 計３．

△４．８％△２億７，２６８万円５７億３，９９６万円５４億６，７２８万円全 会 計 の 総 計

２．

　
平
成
　
年
度
の
予
算
は
、
住
民
生
活
の

２６

安
全
確
保
、
住
民
福
祉
の
充
実
及
び
教
育

環
境
の
向
上
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
財
源
、
財
産
を
効
果
的
に
活
用
し
、

効
率
よ
く
市
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
主

眼
と
し
ま
し
た
。

　
住
民
生
活
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
に
よ
り
市
道
の
危

険
箇
所
を
把
握
す
る
ほ
か
、
消
防
広
報
搬

送
車
の
更
新
や
災
害
備
蓄
品
の
確
保
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
住
民
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
無
料
化
の
ほ
か
、
食
生
活

改
善
推
進
員
の
養
成
や
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
策
定
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
更
新
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
高
等

学
校
等
就
学
支
援
の
ほ
か
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
授
業
の
推
進
の
た
め
小
・

中
学
校
へ
の
実
物
投
影
機
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
初
期
的
配
備
、
小
・
中
学
校
ト
イ

レ
洋
式
化
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
、
学
校

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
累
増
し
て
い
る
食

材
費
値
上
が
り
分
及
び
消
費
税
増
税
分
を

転
嫁
せ
ず
、
市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
治
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市
の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る

一
般
会
計
に
つ
い
て
、
各
支
出
科
目
別
の

主
な
使
い
道
や
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
た
と
き
の
主
な
増
減
な
ど
を
ご
説
明

し
ま
す
。

　
な
お
、【
　
】
内
の
数
字
は
、
本
年
２
月

末
の
人
口
４
，０
１
７
人
で
算
出
し
た
市
民

１
人
当
た
り
の
予
算
額
で
す
。

 

５
，０
４
８
万
９
千
円

 

【
１
２
，５
６
９
円
】

　
議
員
報
酬
や
議
会
の
運
営
に
使
わ
れ
る

お
金
で
、
議
員
共
済
費
給
付
費
負
担
金
の

増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
２
７
２

万
３
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

 

１
億
６
，１
２
４
万
７
千
円

 

【
４
０
，１
４
１
円
】

　
庁
舎
管
理
費
や
徴
税
、
戸
籍
、
選
挙
、

統
計
調
査
、
監
査
委
員
な
ど
に
か
か
る
経

費
で
、
戸
籍
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業
の
減
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
委
託
料
及

び
歌
神
車
庫
（
旧
市
場
）
の
解
体
除
却
の

増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
３
，４
３

３
万
７
千
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

 

　
億
３
，３
４
４
万
８
千
円

１１

 

【
２
８
２
，１
６
３
円
】

　
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
保
護
費
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
使
わ
れ
る
お

金
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
及
び

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

議
会
費

総
務
費

民
生
費

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業
、

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
４
，８
１
８

万
３
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

 

４
億
９
，７
７
６
万
５
千
円

 

【
１
２
３
，９
１
５
円
】

　
保
健
予
防
対
策
や
ご
み
処
理
、
環
境
衛

生
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
埋
立
処
分

地
等
改
修
事
業
及
び
病
院
事
業
会
計
繰
出

金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
７
，５
８
１
万
６
千

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

 

８
，１
１
９
万
３
千
円

 

【
２
０
，２
１
２
円
】

　
商
工
業
の
振
興
対
策
や
観
光
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
チ
ロ
ル
の
湯
大
規

模
改
修
に
係
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
及
び
観
光
施
設
活
性
化
推
進
事
業
の

減
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
て
１
億
４
，９
０

９
万
５
千
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

 

５
億
１
，６
９
７
万
９
千
円

 

【
１
２
８
，６
９
８
円
】

　
道
路
整
備
や
除
排
雪
の
ほ
か
、
公
営
住

宅
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
道

路
改
修
事
業
及
び
住
宅
改
修
事
業
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
６
，７
２

９
万
７
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

 

４
，２
０
５
万
６
千
円

 

【
１
０
，４
７
０
円
】

　
消
防
の
活
動
や
施
設
整
備
に
使
わ
れ
る

お
金
で
、
消
防
施
設
改
修
事
業
の
減
及
び

防
災
一
般
経
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
べ
３
，０
１
４
万
４
千
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

 

２
億
３
，６
５
６
万
４
千
円

 

【
５
８
，８
９
１
円
】

　
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
振
興
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金
で
、
中
学
校
改
修
事
業
及

び
学
校
給
食
一
般
経
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
４
，０
４
７
万
８
千
円
増
加

し
ま
し
た
。

 

４
億
７
，５
５
５
万
２
千
円

 

【
１
１
８
，３
８
５
円
】

　
事
業
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

済
金
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
，９
４
３
万
８

千
円
減
少
し
ま
し
た
。

 

８
億
６
，１
２
３
万
４
千
円

 

【
２
１
４
，３
９
７
円
】

　
市
職
員
の
給
料
な
ど
を
支
払
う
お
金
で
、

前
年
度
と
比
べ
１
６
７
万
２
千
円
減
少
し

ま
し
た
。

衛
生
費

商
工
費

土
木
費

職
員
費

公
債
費

教
育
費

消
防
費

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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５
７
５
万
５
千
円

■
小
規
模
治
山
事
業

 

１
，９
８
７
万
３
千
円

■
本
町
川
沿
線
ほ
か
道
路
改
良
舗
装

 

１
，７
４
１
万
９
千
円

■
市
道
側
溝
補
修
・
案
内
表
示
板
取
付
等

 

１
，３
８
０
万
５
千
円

■
防
犯
灯
改
修
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）

 

１
９
６
万
５
千
円

■
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
（
標
識
、
照
明

設
備
等
） 

７
１
０
万
円

■
ふ
れ
あ
い
橋
ほ
か
改
修
 

 

３
５
３
万
２
千
円

■
若
鍋
川
護
岸
改
修
 
２
９
０
万
６
千
円

■
住
生
活
基
本
計
画
策
定

 

５
８
４
万
７
千
円

■
公
営
住
宅
の
整
備

▽
舗
装
改
修
（
改
良
住
宅
） 
７
４
２
万
円

▽
屋
根
改
修
（
改
良
・
公
営
住
宅
）

 

２
，７
４
１
万
２
千
円

▽
屋
根
塗
装
（
改
良
・
公
営
住
宅
）

 

２
２
１
万
５
千
円

▽
給
水
管
布
設
替
（
改
良
・
公
営
住
宅
）

 

７
３
６
万
７
千
円

▽
解
体
除
却
（
改
良
・
公
営
住
宅
）

 

２
，０
７
８
万
円

■
公
営
住
宅
の
集
約
に
係
る
移
転
補
償

 

１
９
２
万
円

 

次
ペ
ー
ジ
へ
　

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののの
主主主主主主主主主主主主主主主主
なななななななななななななななな
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
とととととととととととととととと
予予予予予予予予予予予予予予予予

平
成
　
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算算算算算算算算算算算算算算算算算

２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６２６

繋繋
市
民
と
協
働
で
創
る
ま

市
民
と
協
働
で
創
る
ま
ちち

■
地
区
別
市
政
懇
談
会
、
町
内
会
連
合
会

と
の
行
政
情
報
・
意
見
交
換
会

■
町
内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
行
政
協
力

費
 

２
２
１
万
３
千
円

■
広
報
広
聴
活
動

▽
広
報
「
う
た
し
な
い
」
発
行

 

１
２
３
万
８
千
円

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
管
理

 

　
万
３
千
円

４９

罫罫
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ちち

■
定
住
促
進
事
業

▽
移
住
の
Ｐ
Ｒ
活
動
（
首
都
圏
で
の
Ｐ

Ｒ
）
等
 

　
万
７
千
円

７２

▽
定
住
促
進
助
成
事
業
（
住
宅
建
設
助

成
） 

３
0
0
万
円

■
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
推
進
事
業

 

　
万
６
千
円

４９

■
企
業
間
交
流
事
業
 

５
万
円

■
中
小
企
業
振
興
保
証
融
資
事
業
預
託
金

 

３
，０
０
０
万
円

■
企
業
誘
致
対
策
経
費
 

　
万
９
千
円

９２

■
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
補
助
金

▽
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
 

　
万
円

３０

▽
歌
志
内
塊
勢
 

　
万
円

３０

▽
な
ま
は
げ
の
会
 

　
万
円

３０

■
観
光
施
設
活
性
化
推
進
事
業
支
援

▽
温
泉
施
設
利
用
促
進
補
助
金

 

８
０
０
万
円

▽
施
設
整
備
事
業
補
助
金
 

 

６
７
５
万
７
千
円

▽
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
活
用
推
進

 

 

１
，０
０
６
万
４
千
円

■
か
も
い
岳
ス
キ
ー
場
施
設
整
備

▽
リ
フ
ト
整
備
 
 
 
１
，７
７
６
万
６
千
円

▽
電
気
設
備
改
修
   １
，３
６
５
万
２
千
円

■
か
も
い
岳
温
泉
施
設
整
備

▽
室
内
フ
ァ
ン
コ
ン
ベ
ク
タ
取
替

 

７
９
４
万
９
千
円

茎茎
健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
ま

健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ちち

■
人
材
発
掘
・
育
成
業
務
 
　
万
８
千
円

１６

■
温
泉
施
設
利
用
優
待
事
業
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
等
） 

３
４
６
万
円

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
  

 

２
５
０
万
円

■
施
設
運
営
等
委
託
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

▽
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
東
光
・
神
威
）

 

７
５
１
万
３
千
円

▽
食
の
自
立
支
援
（
給
食
宅
配
サ
ー
ビ

ス
） 

５
９
８
万
３
千
円

▽
在
宅
高
齢
者
支
援
事
業
（
安
否
確
認
）

ほ
か
 

１
２
０
万
５
千
円

■
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
端
末
機
更
新
（
東

光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

 

１
４
３
万
４
千
円

■
高
齢
者
等
生
活
支
援
事
業

▽
老
人
家
庭
除
雪
 

１
１
８
万
円

▽
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

 

　
万
６
千
円

６６

■
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

 

１
，９
９
５
万
円

■
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
給
付
事
業

 

２
７
２
万
８
千
円

■
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
無
料
化

 

　
万
６
千
円

３４

■
　
歳
・
　

歳
代
健
康
診
査
事
業
 

２０

３０

　
万
５
千
円

３０

■
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
 

　
万
１
千
円

２６

■
妊
婦
健
診
助
成
（
一
般
　
回
、
エ
コ
ー

１４

６
回
） 

１
４
２
万
６
千
円

■
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
公
費
負
担

 

２
６
５
万
６
千
円

■
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
 

４
２
０
万
１
千
円

■
病
院
事
業
会
計
繰
出
金

 

2
億
３
９
１
万
３
千
円

荊荊
快
適
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま

快
適
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ちち

■
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
委
託

 

１
，０
７
０
万
５
千
円

■
歌
志
内
線
代
替
バ
ス
運
行
経
費
補
償
金

 

８
９
４
万
６
千
円

■
資
源
ご
み
等
減
量
事
業
 
１
２
０
万
円

■
じ
ん
芥
収
集
車
更
新
 

 

１
，３
４
１
万
８
千
円

■
し
尿
等
共
同
処
理
の
た
め
の
施
設
設
置

及
び
管
理
に
係
る
負
担
金
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■
歌
神
地
区
改
良
住
宅
建
替
事
業
（
解
体

除
却
・
移
転
補
償
） 
６
２
７
万
８
千
円

■
既
存
空
戸
住
宅
改
修
（
ス
ト
ッ
ク
住
宅

の
確
保
） 

１
５
０
万
円

■
住
宅
改
修
促
進
助
成
事
業

 

２
５
０
万
円

■
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
策
定
委
託

 

１
，０
０
０
万
円

■
消
防
広
報
搬
送
車
更
新

 

５
３
１
万
５
千
円

■
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
 
　
万
６
千
円

８３

■
災
害
備
蓄
物
品
の
確
保

 

３
９
８
万
５
千
円

蛍蛍
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
と
文
化
の
ま

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
と
文
化
の
ま
ちち

■
高
等
学
校
等
就
学
支
援

 

８
８
８
万
円

■
中
学
校
遠
距
離
通
学
費
補
助
金

 

２
９
４
万
８
千
円

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
推
進
（
小

・
中
学
校
へ
の
実
物
投
影
機
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
配
備
） 
３
２
５
万
７
千
円

■
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
（
洋
式
化
）

 

３
９
８
万
６
千
円

■
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
小
・
中
学

校
・
幼
稚
園
補
助
教
材
費
の
市
負
担

▽
小
学
校
　
教
材
費
　
7
，２
0
0
円
の
う

ち
4
，5
0
0
円
を
市
で
負
担

 

　
万
４
千
円

５５

▽
中
学
校
　
教
材
費
　
1
2
，０
0
0
円
の

う
ち
4
，8
5
0
円
を
市
で
負
担

 

　
万
９
千
円

３７

▽
幼
稚
園
　
教
材
費
　
8
，4
0
0
円
の
う

ち
年
長
５
，０
４
0
円
、
年
少
4
，６
８
0

円
を
市
で
負
担
 

　
万
８
千
円

１１

■
中
学
校
屋
上
防
水
改
修

 

１
，２
７
３
万
４
千
円

■
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
（
洋
式
化
）

 

３
４
８
万
９
千
円

■
旧
中
学
校
体
育
館
解
体
除
却
 

 

１
，１
１
８
万
９
千
円

■
外
国
青
年
招
致
事
業
（
外
国
語
指
導
助

手
） 

４
２
８
万
２
千
円

■
幼
稚
園
児
ス
キ
ー
学
習
 
　
万
６
千
円

２６

■
公
民
館
ト
イ
レ
改
修
（
洋
式
化
）

 

１
４
８
万
円

■
市
民
体
育
館
体
育
室
電
灯
取
替

 

１
３
９
万
４
千
円

■
学
校
給
食
費
値
上
げ
分
の
市
負
担

 

１
３
３
万
９
千
円

■
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
用
備
品
整
備

７
９
１
万
９
千
円

計計
市
政
を
推
進
す
る
た
め

市
政
を
推
進
す
る
た
め
にに

■
行
財
政
運
営
の
効
率
化

▽
電
算
シ
ス
テ
ム
保
守
委
託

 

１
，０
６
２
万
３
千
円

▽
電
算
シ
ス
テ
ム
借
上
料

 

１
，８
４
７
万
２
千
円

■
戸
籍
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業

（
中
空
知
５
市
５
町
共
同
運
用
）

 

３
６
０
万
５
千
円

巡回時間・場所（各月共通）

文珠第三町内会館前９：００～９：２５

文珠バス停横９：３０～９：４０

文珠しらかば町内会館前９：４５～１０：００

自動車学校前１０：０５～１０：３０

文珠郵便局横１０：３５～１０：４５

文珠第一町内会館前１０：５０～１１：００

中村生活館駐車場１１：０５～１１：２０

神威神楽岡公園前１１：２５～１１：３５

神威経塚工業営業所横１１：４０～１１：５０

各月の巡回日

１７日（金）・３１日（金）１０月１７日（木）・３０日（水）４月

１７日（月）・２８日（金）１１月１６日（金）・２９日（木）５月

１７日（水）・２６日（金）１２月１７日（火）・３０日（月）６月

１６日（金）・３０日（金）１月１７日（木）・３１日（木）７月

１７日（火）・２７日（金）２月１８日（月）・２９日（金）８月

１７日（火）・３０日（月）３月１７日（水）・３０日（火）９月

　平成２６年度の移動収納車巡回日程は下表のとおりです。毎月２回運行しますので、ご利用くだ

さい。

諮取り扱い科目　市道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、

住宅使用料、介護保険料、上下水道料、各種使用料など。

諮問い合わせ　税務グループ（市役所２階緯４２～３２１４）

平平成成２２６６年度 移動収納車巡回日年度　移動収納車巡回日程程
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■
　
歳
以
上
の
方

６５
▼
交
付
対
象
者
　
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
満

　
歳
以
上
の
方

６５
※
今
回
の
交
付
対
象
者
は
、
昭
和

　
年
４
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ

２４

１３

た
方
で
す
。
そ
れ
以
降
に
生
ま

れ
た
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
た

時
点
で
随
時
、
市
役
所
窓
口
で

交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
　

▽
印
鑑

▽
健
康
保
険
証
ま
た
は
介
護
保
険

証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
■
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方

▼
交
付
対
象
者
　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
種
別
が
第

１
種
で
、
１
級
ま
た
は
２
級
の

方
の
介
助
者

▽
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
振
動
病

ま
た
は
じ
ん
肺
と
認
定
さ
れ
た

方
▼
持
参
す
る
も
の

▽
印
鑑

▽
身
体
障
害
者
手
帳

▽
休
業
補
償
給
付
支
給
申
請
書

（
振
動
病
患
者
の
み
）

▽
健
康
管
理
手
帳
（
じ
ん
肺
患
者

の
み
）

▽
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の

▼
共
通
事
項
　
本
人
が
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
必
ず
委

任
状
及
び
代
理
人
の
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市では、次の方を対象に、チロルの湯及びかもい岳温泉で利用できる　市では、次の方を対象に、チロルの湯及びかもい岳温泉で利用できる温温

泉利用優待券を交付します泉利用優待券を交付します。。

対象となる方は次のものを持参し、該当する居住地区の交付場所で優　対象となる方は次のものを持参し、該当する居住地区の交付場所で優待待

券の交付を受けてください券の交付を受けてください。。

〈地域包括支援センター・福祉事業グループ 市役所２ 〈地域包括支援センター・福祉事業グループ　市役所２階階緯緯４２～３２１３４２～３２１３〉〉

対
象
と
な
る
方
及
び

 

持
参
す
る
も
の

利
用
で
き
る
施
設
及
び

 

交
付
枚
数

▼
利
用
で
き
る
施
設
（
共
通
）

▽
チ
ロ
ル
の
湯
（
緯
４
２
～
５
５

８
８
）

▽
か
も
い
岳
温
泉
（
緯
４
２
～
２

７
１
７
）

▼
交
付
枚
数
　
１
人
５
枚

交
付
日
程
及
び

 

交
付
場
所

　
下
記
の
日
程
で
交
付
し
ま
す
の

で
、
対
象
地
区
に
居
住
し
て
い
る

方
は
、
印
鑑
な
ど
該
当
す
る
も
の

を
持
参
し
て
、
交
付
場
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
記
の
日
程
に
こ
れ
な

い
場
合
は
、
４
月
　
日
（
月
）
か

１４

対象地区交付場所交付時間交付日

上歌上歌ｽﾄｯｸﾔーﾄ゙（旧ﾆｯｼｮｳ）１０：００～１１：３０

４月９日（水） 東光、本町公民館１３：３０～１５：００

歌神歌神１区集会所１５：３０～１７：００

神威老人福祉センター１０：００～１１：３０
４月１０日（木）

中村中村生活館１３：３０～１５：００

文珠第１、文珠第２文珠第２町内会館１０：００～１１：３０

４月１１日（金） 新泉町、しらかば団地しらかば町内会館１３：３０～１４：３０

文珠第３文珠第３町内会館１５：００～１６：００

▼
問
い
合
わ
せ
・
交
付
窓
口

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
２
階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

ら
市
役
所
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
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がん検診がん検診
　がんという病気はほとんど無症状で進行するので、早期発見には定期的な検診が欠かせませんがんという病気はほとんど無症状で進行するので、早期発見には定期的な検診が欠かせません。。

なかでも胃がん、子宮がん、大腸がんなどは早期に発見し、適切な治療を受ければ、ほぼ１００　なかでも胃がん、子宮がん、大腸がんなどは早期に発見し、適切な治療を受ければ、ほぼ１００％％

治るようになってきました治るようになってきました。。

健康だと思っているときこそ、自分のため家族のためにがん検診を受けましょう　健康だと思っているときこそ、自分のため家族のためにがん検診を受けましょう。。

〈申し込み・問合せ 保健予防グループ 市役所２ 〈申し込み・問合せ　保健予防グループ　市役所２階階緯緯４２～３２１３４２～３２１３〉〉

検　査　料　金
検　査　方　法対　　象　　者検診種別 生活保護

世帯（※２）
非課税世帯
（※１）一　般

無　　料

５００円２，０００円

・マンモグラフィ（乳房

のレントゲン検査）

・視触診（医師の診察）

市内に住所を有する３０歳以

上の女性で、原則昨年度乳

がん検診を受けていない方

乳がん検診
（※３）

５００円１，６００円・胃バリウム検査
市内に住所を有する４０歳以

上の男女
胃がん検診

２００円５００円・胸部レントゲン検査

同　　　　　上肺がん検診
２００円９００円

・痰（たん）の検査（喫煙

者などの追加検査）

２００円８００円・便潜血検査同　　　　　上大腸がん検診

■検診別の対象者・検査方法・料金

※１＝非課税世帯の方で、検診料減額申告書を提出された方（減額申告書は、がん検診のお申し込み

のあった方に郵送します）。

※２＝検診の受け付けで、生活保護手帳または受給票を提示していただくことがあります。

※３＝乳がん検診無料クーポン券をお持ちの方は、昨年受診していても対象になります。

乳がん検診

４月１７日（木）まで

胃・肺・大腸がん検診

４月２２日（火）まで

＝申 込 期 限＝
申し込みはお早めに

受　　付　　時　　間会　　場検診月日検診種別

①８：３０～８：４５　②９：００～９：１５　③９：３０～９：４５

④１０：００～１０：１５　⑤１０：３０～１０：４５　⑥１２：３０～１２：４５

⑦１３：００～１３：１５

公 民 館５月１１日（日）乳がん検診

①６：００～６：１０　②６：３０～６：４０　③７：００～７：１０

④７：３０～７：４０　⑤８：００～８：１０　⑥８：３０～８：４０

⑦９：００～９：１０　⑧９：３０～９：４０

市民体育館５月１６日（金）

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

公 民 館５月１７日（土）

①６：００～６：１０　②６：３０～６：４０　③７：００～７：１５自動車学校

５月１８日（日） ④９：００～９：１０　⑤９：３０～９：４０　⑥１０：００～１０：１０

⑦１０：３０～１０：４０
公 民 館

■検診日程と会場等

※乳がん検診は春のみの実施で、胃・肺・大腸がん検診は、秋も実施する予定です。なお、子宮がん検

診は秋に実施する予定です。

次の方は、がん検診が無料で受けられます！

　市では特定の年齢になった方へ、がん検診が無料で受けられる
「がん検診無料クーポン券」を配付します。詳細は、後日対象と
なる皆さんにご案内しますので、ぜひご利用ください。
■胃・肺・大腸がん検診　４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の方
■乳がん検診　昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日生まれの
女性
■子宮頸がん検診　平成５年４月２日～平成６年４月１日生ま
れの女性

※平成２０年度から同２４年度に乳がん・子宮頸がんのクーポン券対
象となり、市が実施する検診を受けていない方は無料で検診が
受けられます
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健康診査を受けましょう健康診査を受けましょう！！

生活習慣病にならないために生活習慣病にならないために……

　日本人の死因の約６割を占める生活習慣病は、食生活の乱れや

運動不足など、日常生活の悪習慣が原因となって発症します。ま

た、自覚症状が出にくく知らず知らずのうちに進行するため、予

防には健診による早期発見と生活改善がたいせつです。

　病院で検査をしている方や昨年健診を受けた方なども対象です

ので、年に一度は必ず健診を受けましょう。

検　査　内　容料　金健診の区分と対象者

交必須項目

・身体計測（身長・体重・75歳

未満の方は腹囲）

・血圧測定

・尿検査（ 蛋  白 ・糖）
たん ぱく

・血液検査（脂質・血糖・肝機

能）

・診察

佼追加項目

・心電図検査（④の対象者除く）

・貧血検査

・腎機能検査

・痛風検査

・眼底検査（一部の方のみ）

右欄の交と佼無　料

①国民健康保険の特定健診

国民健康保険に加入している方のうち、

昭和５０年３月３１日以前に生まれた方で、

健診当日７４歳以下の方

右欄の交無　料
②後期高齢者の健診

後期高齢者医療保険に加入している方

７４歳以下

右欄の交と佼
無　料

③生活保護受給者の健診

生活保護世帯の方のうち、昭和５０年３

月３１日以前に生まれた方 ７５歳以上

右欄の交

右欄の交と佼

一　般  ５００円

生活保護世帯

 無　料

④２０代・３０代の健診

昭和５０年４月１日から平成７年３月３１

日までに生まれた方

上記①～④の健診を受診する方は、同時に次の検査を受けることができます。

胸部レントゲン撮影

一　般 ５００円

非課税（※） ２００円

生活保護世帯

 無　料

○胸部レントゲン検査（①～③）

昭和５０年３月３１日以前に生まれた

方で、希望する方

血液検査無　料
○エキノコックス症検診（①～④）

平成２２年度以降受診していない方

※市民税非課税世帯の方で、問診票と同時に送付する胸部レントゲン検査料減額申告書を提出された方

■健診別の対象者・料金・検査内容

■健診日程

会　　場実施月日

中村生活館６月１２日（木）

老人福祉センター６月１３日（金）

公民館
６月１４日（土）

６月１５日（日）

６月１３日の老人福祉センターの
受付時間は、右表の③～⑨のみ

　市内の病院で治

療している方は、

下記の期間、病院

受診時にあわせて

健診を受けること

ができます。

●７～８月：歌志

内市立病院

●７～９月：勤医

協神威診療所

７月以降の
健診について

申し込みは、５月１日（木）までに保健予
防グループ（市役所2階緯４２～３２１３）へ。

■受付時間と定員

定 員受 付 時 間定 員受 付 時 間

１０人⑥１０：３０～１０：４５１０人①８：００～８：１５

１０人⑦１１：００～１１：１５１０人②８：３０～８：４５

１０人⑧１１：３０～１１：４５１０人③９：００～９：１５

１０人⑨１２：００～１２：１５１０人④９：３０～９：４５

１０人⑤１０：００～１０：１５
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歳
か
ら

歳
の
方

　
歳
か
ら
　
歳
の
方
のの

７０７０

７４７４

医
療
費
窓
口
負
担
の
見
直

 医
療
費
窓
口
負
担
の
見
直
しし

後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ののののののののののの

保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料
率率率率率率率率率率
がががががががががが
変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりり
まままままままままま

 

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
すすすすすすすすすすす

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
保
険
料
は
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
を
合
算
し
て
算
出
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
保
険
料
率
は
２
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
平
成
　
・
　

年
度
の
新
し
い
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２６

２７

　
平
成
　
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

２６

新
し
い
保
険
料
率
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
均
等
割
額
　
５
１
，４
７
２
円

（
前
年
度
は
４
７
，７
０
９
円
で
、

３
，７
６
３
円
増
）

▼
所
得
割
率
　
　
・
　

％
（
前
年

１０

５２

度
は
　
・
　

％
で
、
０
・
　

％

１０

６１

０９

減
）

▼
賦
課
限
度
額
　
５
７
０
，０
０
０

円
（
前
年
度
は
５
５
０
，０
０
０

円
で
、
２
０
，０
０
０
円
増
）

　
新
し
い
保
険
料
率
に
基
づ
い
て

計
算
さ
れ
た
平
成
　
年
度
の
保
険

２６

料
額
は
、
７
月
に
「
保
険
料
決
定

通
知
書
」
に
よ
り
、
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

■
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

▽
税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階

緯
４
２
～
３
２
１
４
）

■
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

▽
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

■
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と

▽
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
緯
０
１
１
～
２
９
０
～

５
６
０
１
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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平
成
　
年
度
か
ら
、
均
等
割
２

２６

割
・
５
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。

軽減
割合

所得が次の金額以下の世帯

９割
軽減

３３万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額８０万円以下）

８.５割
軽減

３３万円

５割
軽減

３３万円＋（２４万５千円×世帯の被保険者数）
（前年度は世帯主以外の被保険者数）

２割
軽減

３３万円＋（４５万円×世帯の被保険者数）
（前年度は３５万円）

　
軽
減
は
、
被
保
険
者
と
世
帯
主

の
所
得
の
合
計
で
判
定
し
、
被
保

険
者
で
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
判

定
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
率
の
改

保
険
料
率
の
改
定定

均
等
割
の
軽

均
等
割
の
軽
減減

保
険
料
額
の
決

保
険
料
額
の
決
定定

問
い
合
わ

問
い
合
わ
せせ

　
　
歳
か
ら
　
歳
の
方
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、
現
在
特
例
措
置
に

７０

７４

よ
り
１
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
か
ら
は
こ
の
特
例
措

２６

置
が
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
方
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
、　

歳
の
誕

２６

７０

生
日
を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

 

〈
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
　
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１
７
〉

■
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
に
　

２６

７０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
（
誕

生
日
が
昭
和
　
年
４
月
２
日
以

１９

降
の
方
）

▼
　
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ

７０し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
、
窓

口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

※
昭
和
　
年
５
月
２
日
生
ま
れ
の

１９

方
→
６
月
か
ら
２
割
負
担

※
昭
和
　
年
６
月
１
日
生
ま
れ
の

１９

方
→
６
月
か
ら
２
割
負
担

▽
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
に
な

り
ま
す
。

■
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
　

２６

７０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
（
誕

生
日
が
昭
和
　
年
４
月
１
日
ま

１９

で
の
方
）

▼
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
窓
口
負
担

は
１
割
の
ま
ま
で
す

▽
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
３

割
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
制
度
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、
各
医
療
保
険
者
が
発
行

す
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
発
行
手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

医
療
保
険
窓
口
に
ご
照
会
く
だ
さ

い
。

・
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
、
健
康
保
険
組
合
、
国

民
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合

に
加
入
の
方
は

 

お
勤
め
先
の
窓
口

・
空
知
中
部
広
域
連
合
国
民
健
康

保
険
に
加
入
の
方
は

 

保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
窓
口
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４
月

日
（
日
）
か
ら

日
（
水
）
ま
で
の

日
間
、
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

４
月
　
日
（
日
）
か
ら
　
日
（
水
）
ま
で
の
　
日
間
、
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。。

２０２０

３０３０

１１１１

本
市
で
は
昨
年

月
に
１
件
、
今
年
も
１
月
に
１
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は

　
本
市
で
は
昨
年
　
月
に
１
件
、
今
年
も
１
月
に
１
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、、

１０１０

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
「
油
断
」
や
火
を
使
用
す
る

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
「
油
断
」
や
火
を
使
用
す
る
ここ

と
に
対
す
る
「
慣
れ
」
か
ら
発
生
し
ま
す
の
で
、
今
一
度
気
を
引
き
締
め
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し

と
に
対
す
る
「
慣
れ
」
か
ら
発
生
し
ま
す
の
で
、
今
一
度
気
を
引
き
締
め
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょょ

う
。

〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ

う
。 

〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
　
緯緯
４
２
～
３
２
５
５

４
２
～
３
２
５
５
〉〉

い
の
ち
を
守

い
の
ち
を
守
るる

７
つ
の
ポ
イ
ン

 
 
７
つ
の
ポ
イ
ン
トト

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
とと

防
火
査
察
の
実

 

防
火
査
察
の
実
施施

電
気
配
線
に
つ
い

電
気
配
線
に
つ
い
てて

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ

う
　
４
つ
の
対
策

　
３
つ
の
習
慣

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
を

し
ま
し
ょ
う

○
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
ま

し
ょ
う

○
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
は
防

炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

○
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

○
た
こ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う

○
劣
化
、
破
損
し
た
コ
ー
ド
や
プ

ラ
グ
は
新
し
い
も
の
に
交
換
し

ま
し
ょ
う

○
コ
ン
セ
ン
ト
に
た
ま
っ
た
ホ
コ

リ
は
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
ほ

こ
り
や
水
分
な
ど
が
コ
ン
セ
ン

ト
の
プ
ラ
グ
に
た
ま
る
と
、
シ

ョ
ー
ト
を
起
こ
し
て
火
災
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

○
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
ね
じ
れ

た
ま
ま
の
状
態
で
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

コ
ー
ド
を
物
の
下
敷
き
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
電
気
機
器
や
配
線
な
ど
は
定
期

的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う

○
延
長
コ
ー
ド
を
ス
テ
ー
プ
ル

（
Ｕ
字
型
の
釘
）
で
固
定
し
た

り
、
コ
ー
ド
が
短
い
た
め
む
き

出
し
の
配
線
同
士
を
つ
な
げ
た

り
す
る
の
は
、
電
気
工
事
士
の

資
格
が
必
要
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
電
気
工
事
で
も
専
門
業
者

に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
４
月
　
日
（
日
）　
時
に
、
防
火

２０

２０

啓
発
の
た
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
。
こ
れ
を
合
図
に
も
う
一
度

火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中

は
、
予
防
広
報
や
防
火
査
察
を
行

い
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
火
災
予

防
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
歌
志
内
小
学
校
の
４
年

生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
総
数
　
編
の
中
か
ら
、
６

４７

人
の
児
童
が
選
ば
れ
、
２
月
　
日
、

２８

同
小
学
校
校
長
室
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
さ
れ
た
児
童
の
皆
さ
ん
の

お

名

前

と

学

年

は

次

の

と

お

り

で
す
（
学

年

は

受

賞

時

当

日

の

も

の
）
。

■
歌
志
内
市
長
賞

▽
最
優
秀
賞
　
６
年
生
　
 栗
  山
  瑠
 

く
り
 や
ま
 
る

 香
 さ
ん
「
火
事
の
こ
わ
さ
と
一

か人
一
人
の
努
力
」

▽
優
秀
賞
　
６
年
生
　
 大
  西
  遥
  菜
 

お
お
 に
し
 は
る
 
な

さ
ん
「
学
校
で
の
避
難
訓
練
に

つ
い
て
」

■
歌
志
内
市
消
防
長
賞

▽
最
優
秀
賞
　
５
年
生
　
 佐
  藤
 

さ
 
と
う

 柊
 
 斗
 く
ん
「
防
火
作
文
」

し
ゅ
う
 
と

▽
優
秀
賞
　
５
年
生
　
 阿
  部
  好
  成
 

あ
 
べ
 
こ
う
 せ
い

く
ん
「
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
」

■
歌
志
内
市
防
火
安
全
協
会
会
長

賞
▽
最
優
秀
賞
　
４
年
生
　
 太
  田
  琉
 

お
お
 
た
 
り
ゅ

 愛
 さ
ん
「
火
事
は
、
と
っ
て
も

あこ
わ
い
」

▽
優
秀
賞
　
４
年
生
　
 小
  川
  恵
  璃
 

お
 
が
わ
 
え
 
り

さ
ん
「
火
事
に
な
り
た
く
な
い

な
」

火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー

火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ルル
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■
定
期
監
査
及
び
財
政
援
助
団
体

等
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
に
監
査
委
員
が
行

２５

っ
た
　
課
の
定
期
監
査
と
、
財
政

１２

援
助
を
行
っ
て
い
る
１
団
体
に
対

す
る
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

税
法
の
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
消

費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成

　
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る

２６こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
関
係
条
文

を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
伴
い
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
社
会
教
育
委
員
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
社
会
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
の
基
準
を
定
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
青
少
年
問
題
協
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

協
議
会
の
会
長
の
要
件
基
準
を
定

め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
生
活
環
境
の
整
備
に
係
る
事
業

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
本

計
画
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
組
合
の
組
織
団
体
で
あ
る
上
川

中
部
消
防
組
合
及
び
伊
達
・
壮
瞥

学
校
給
食
組
合
が
、
解
散
脱
退
す

る
こ
と
か
ら
、
規
約
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。

■
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
事
務
所
移
転
に
伴
い
、
規
約
の

一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　
中
央
社
宅
２
号
線
道
路
改
良
舗

装
工
事
に
よ
る
道
路
の
完
成
及
び

神
威
地
区
振
興
橋
の
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
計
画
策
定
に
伴
い
、
新
た

に
中
央
社
宅
３
号
線
及
び
神
威
振

興
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し
ま
し

た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
補
正
は
、
主
に
年
度
末
の
決
算

見
込
み
に
伴
う
増
減
調
整
を
行
っ

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第１回定例会
３月１１日から会期１４日間で開催

承
認
さ
れ
た
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

　
平
成
　
年
度
の
事
業
や
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
　
日
か
ら
同
　
日
ま
で
会

２６

１１

２４

期
　
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１４
　
定
例
会
で
は
、
新
年
度
に
お
け
る
市
政
及
び
教
育
行
政
の
執
行
方
針
演
説
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
議
案
　２６

件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
３
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
執
行
方
針
と
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
２

ペ
ー
ジ
か
ら
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

■
歌
志
内
市
議
会
の
議
決
事
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

等
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
　９６

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
に
加
え

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
水
道
料
金
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
の
水

道
料
金
が
、
消
費
税
法
及
び
地
方

●
平
成
　
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２６

●
「
歌
志
内
市
定
住
促
進
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

●
一
般
会
計
以
下
６
会
計
の
平
成
　
年
度
補
正

２５

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算
に
１

億
９
，１
９
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
　
億
３
，７
７
７
万

４７

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
予
算
を
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
３

事
業
１
，９
１
１
万
６
千
円
の
繰
越

明
許
費
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
増
減
と
繰
越

明
許
費
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
歳
　
出
】

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増

 

１
億
５
，０
０
０
万
円

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

基
金
積
立
金
の
増

 

６
，６
７
０
万
円

▽
平
成
　
年
度
生
活
保
護
費
国
庫

２４

負
担
金
返
還
金
等
の
増

 

１
，３
９
５
万
円

▽
除
雪
委
託
料
の
増

 

１
，１
３
２
万
４
千
円

▽
公
民
館
非
常
用
発
電
機
取
替
の

増
 

１
，３
４
４
万
６
千
円

▽
市
債
償
還
元
金
の
減

 

１
，４
１
４
万
５
千
円

▽
職
員
給
与
費
の
減

 

１
，３
７
６
万
９
千
円

【
歳
　
入
】

▽
普
通
交
付
税
の
増

 

１
億
４
５
５
万
２
千
円

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減

 

１
億
円

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

 

７
，１
７
９
万
２
千
円

▽
中
央
社
宅
２
号
線
道
路
改
良
舗

装
工
事
債
の
増

 

１
，１
５
０
万
円

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

債
の
増
 
１
億
２
，０
０
０
万
円

【
繰
越
明
許
費
事
業
】

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
支
払
等

シ
ス
テ
ム
整
備

▽
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備

▽
公
民
館
非
常
用
発
電
機
取
替
工

事
■
同
歌
志
内
市
営
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
に
１
，７
６

５
万
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
３
億
６
，５
８
２
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
営
神
威
岳
観
光
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購
入
費
の
減

及
び
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
４

７
９
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
９
，０
０
２
万
３
千
円
と
し

ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
平
成
　
年
度
空
知
中
部
広
域
連

２４

合
返
還
金
の
確
定
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
に
１
，６
１
３
万
２

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２

億
３
，６
９
０
万
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
同
歌
志
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
の
確
定
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３
５
０
万
７

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
８
，

８
３
５
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
を
調
整

し
、
次
の
と
お
り
補
正
し
ま
し
た
。

▼
収
益
的
収
支

　
収
入
は
８
６
８
万
２
千
円
を
増

額
し
て
５
億
９
，４
０
１
万
６
千
円

に
、
支
出
は
３
９
０
万
６
千
円
を

減
額
し
て
６
億
１
，８
８
５
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
当
年
度
純

損
失
は
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て

１
，２
５
１
万
３
千
円
減
少
し
て
２
，

７
２
５
万
１
千
円
に
、
欠
損
金
合

計
は
８
億
６
，６
０
７
万
５
千
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

■
同
歌
志
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　
特
別
交
付
税
の
決
定
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
に
１
億
６
，０
１
６
万
６

千
円
追
加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
４８

９
，７
９
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●議会の動き〈第１回定例会〉

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

可
決
さ
れ
た
意
見
書

休
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
・
可
決
さ
れ
た
議
案

特
別
職
の
職
員
及
び
教
育
長
の
給

料
の
縮
減
率
を
圧
縮
し
た
う
え
で
、

当
分
の
間
、
縮
減
措
置
を
延
長
し

よ
う
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
職
員
給
与
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
、
未
実
施
だ
っ
た
人
事
院
勧
告

の
給
与
制
度
を
実
施
し
、
併
せ
て

関
係
条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

２６

予
算

　
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
全
６
会

計
の
新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
食
の
安
全
・
安
心
の
確
立
を
求

め
る
意
見
書

 

〈
３
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

２４

　
他
２
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

厚
生
労
働
大
臣
な
ど
の
各
関
係
先

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
５
月
号
に
折
り
込
み
予

定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
以
下
の
議
案
は
、
３
日
間
に
わ

た
る
条
例
・
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
　
年
３
月
　
日

２６

１１

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

■
歌
志
内
市
定
住
促
進
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
市
内
へ
の
定
住
を
奨
励
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り

定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、
も
っ

て
市
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
議
会
の
議
員
報
酬
の
額
並
び
に

（

）
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▽
野
山
に
入
る
前
に

　
事
前
に
市
役
所
な
ど
で
ヒ
グ
マ

の
出
没
状
況
を
確
認
し
て
、
ヒ
グ

マ
の
出
没
状
況
の
あ
る
地
域
や
ヒ

グ
マ
の
出
没
を
知
ら
せ
る
看
板
が

あ
る
場
所
へ
の
立
ち
入
り
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　
犬
を
連
れ
て
の
立
ち
入
り
は
、

ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
危
険
で
す
。

▽
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
工
夫
を

　
野
山
で
の
単
独
行
動
は
、
人
と

ヒ
グ
マ
の
双
方
で
気
づ
く
の
が
遅

れ
、
危
険
な
状
況
に
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
野
山
で
の
単
独
行
動

は
避
け
、
集
団
で
の
行
動
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
鈴
な
ど
の
鳴
り
物
を
携

行
し
た
り
、
見
通
し
の
悪
い
場
所

で
は
笛
を
吹
く
な
ど
し
て
、
人
の

存
在
を
早
め
に
知
ら
せ
る
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
山
で
の
飲
食
の
際
に

　
に
お
い
の
強
い
食
料
は
ヒ
グ
マ

を
引
き
寄
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
飯
、
空
き
缶
な
ど
の

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

野山に春が訪れ、冬眠から覚めたヒグマが活動する季節になりま　野山に春が訪れ、冬眠から覚めたヒグマが活動する季節になりましし
たた。。
北海道では、ヒグマによる人身事故を未然に防止するため、４月　北海道では、ヒグマによる人身事故を未然に防止するため、４月５５

日（土）～５月６日（火）までを「ヒグマ注意特別期間」と設定し日（土）～５月６日（火）までを「ヒグマ注意特別期間」と設定してて
います。ヒグマとの遭遇を未然に防ぎ、事故に遭わないように、山います。ヒグマとの遭遇を未然に防ぎ、事故に遭わないように、山にに
入るときは次のことに注意しましょう入るときは次のことに注意しましょう。。

〈商工観光グループ 市役所３ 〈商工観光グループ　市役所３階階緯緯４２～３２１５４２～３２１５〉〉

ヒグマ注意特別期ヒグマ注意特別期間間４月５日～５月６日４月５日～５月６日はは

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
らら

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
いい

た
め
た
め
にに

▽
ま
ず
落
ち
着
く

　
慌
て
る
こ
と
は
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
落
ち
着
い
て
状
況
を
判

断
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
走
っ
て
逃

げ
る
と
追
い
か
け
て
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
危
険
で
す
。

▽
ヒ
グ
マ
を
刺
激
し
な
い

　
ヒ
グ
マ
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い
て

い
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
静
か
に

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
距
離

が
近
い
場
合
は
、
視
線
を
そ
ら
さ

ず
ゆ
っ
く
り
と
後
退
し
ま
し
ょ
う
。

▽
持
ち
物
を
と
ら
れ
た
ら

　
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
荷
物

を
と
ら
れ
た
場
合
は
、
あ
き
ら
め

そ
の
場
か
ら
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～

３
２
１
５
）

　
野
山
に
ご
み
を
捨
て
た
り
埋
め

た
り
す
る
と
、
ヒ
グ
マ
が
こ
れ
ら

を
食
べ
て
味
を
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
い
っ
た
ん
味
を
覚
え
た
ヒ
グ

マ
は
、
こ
れ
ら
の
魅
力
的
な
食
物

を
得
る
た
め
、
人
に
対
し
て
危
険

な
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
定
住
の
基
盤
と
な
る
持
ち
家
取
得
な
ど
を
奨
励
す
る
た

め
、
東
光
団
地
に
適
用
し
て
い
た
住
宅
建
設
に
対
す
る
助
成
制
度
を

市
内
全
域
に
適
用
す
る
と
と
も
に
、
中
古
住
宅
の
取
得
に
も
助
成
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

定定定定定定定定定定定定定定定定
住住住住住住住住住住住住住住住住
促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進
をををををををををををををををを
強強強強強強強強強強強強強強強強

定
住
促
進
を
強
化化化化化化化化化化化化化化化化化

～～～～～～～～～～～～～～～～
最最最最最最最最最最最最最最最最
大大大大大大大大大大大大大大大大
３３３３３３３３３３３３３３３３
００００００００００００００００
００００００００００００００００
万万万万万万万万万万万万万万万万
円円円円円円円円円円円円円円円円
のののののののののののののののの
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励

 ～
最
大
３
０
０
万
円
の
奨
励
金金金金金金金金金金金金金金金金金
をををををををををををををををを
交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付
～～～～～～～～～～～～～～～～

を
交
付
～

奨励金額該　　当　　要　　件区分

１００万円住宅を新築した場合基 本 要 件

新築

１００万円
市内建設業者に発注した
場合または市内建設業者
より購入した場合

加算要件１

５０万円二世帯住宅の場合加算要件２

解体撤去費用（消費税及
び地方消費税に相当する
額（以 下「消 費 税」と い
う。）を除く。）の２分の１
以内（１，０００円未満の端数
切捨て）とし、５０万円を限
度額とする。

市内に所在する住宅を市
内建設業者により解体撤
去した場合

加算要件３

購入費用（消費税を除
く。）の ２ 分 の １ 以 内
（１，０００円未満の端数切捨
て）とし、５０万円を限度額
とする。

中古住宅を購入した場合
（中古住宅は、過去に居
住用として使用されてい
た住宅が対象）

要　　　件
中古
住宅

▲

概　要

※定住促進制度についてくわしくは、庶務企画グループ（市役所
３階緯４２～３２１２）までお問い合わせください。



1199 平成２６年４月号

■
市
長
部
局

▼
課
長
職

▽
財
政
課
長
（
市
民
課
長
） 
松
  井
 

ま
つ
 
い

 敬
  道
 ▽
市
民
課
長
（
教
育
次
長
）

け
い
 ど
う

 小
  玉
  和
  彦
 ▽
産
業
課
長
（
産
業
課

こ
 
だ
ま
 か
ず
 ひ
こ

主
幹
） 
平
  間
  靖
  人
 

ひ
ら
 
ま
 
や
す
 ひ
と

▼
主
幹
職

▽
市
民
課
主
幹
（
保
健
福
祉
課
主

幹
） 
長
  野
  芳
  智
 ▽
保
健
福
祉
課
主

な
が
 
の
 
よ
し
 と
も

幹
（
市
民
課
主
幹
） 山
  崎
  亨
 ▽
産

や
ま
 ざ
き
 と
お
る

業
課
主
幹
（
会
計
管
理
者
兼
会
計

室
長
） 中
  嶋
  孝
 ▽
会
計
管
理
者
兼

な
か
 じ
ま
 た
か
し

会
計
室
長
（
建
設
課
主
幹
） 
桑
  島
 

く
わ
 じ
ま

 康
  司
 

こ
う
 
じ

▼
主
任
主
査
職

▽
総
務
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
主

任
主
査
（
議
会
事
務
局
主
査
） 
佐
 
さ

 渡
  憲
  博
 ▽
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル

ど
 
の
り
 ひ
ろ

ー
プ
主
任
主
査
（
財
政
課
財
政
管

財
グ
ル
ー
プ
主
査
） 
山
  岸
  康
  治
 ▽

や
ま
 ぎ
し
 こ
う
 
じ

市
民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
主
任

主
査
（
財
政
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主

査
） 
武
  田
  尚
  子
 ▽
保
健
福
祉
課
福

た
け
 
だ
 
な
お
 
こ

祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
（
保

健
福
祉
課
福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主

査
） 
鈴
  木
  久
  美
  子
 

す
ず
 
き
 
く
 
み
 
こ

▼
主
査
職

▽
総
務
課
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
主

査
（
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

主
査
） 
伊
  藤
  秀
  俊
 ▽
総
務
課
広
報

い
 
と
う
 ひ
で
 と
し

情
報
グ
ル
ー
プ
主
査
（
総
務
課
広

報
情
報
グ
ル
ー
プ
主
任
） 
高
  橋
  和
 

た
か
 は
し
 か
ず

 亨
 ▽
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

ゆ
き主

査
（
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー

プ
主
任
） 
石
  川
  章
  子
 ▽
財
政
課
税

い
し
 か
わ
 あ
き
 
こ

務
グ
ル
ー
プ
主
査
（
財
政
課
税
務

グ
ル
ー
プ
主
任
） 
山
  下
  幸
  恵
 ▽
財

や
ま
 し
た
 ゆ
き
 
え

政
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主
査
（
市
立

病
院
事
務
局
主
任
） 
鈴
  木
  拓
 ▽
市

す
ず
 
き
 
た
く

民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
主
査

（
市
民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
主

任
） 
小
  川
  愉
  生
 ▽
保
健
福
祉
課
保

お
 
が
わ
 
ゆ
 
う

健
予
防
グ
ル
ー
プ
主
査
（
保
健
福

祉
課
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ
主
任
保

健
師
） 蓮
  沼
  純
  子
 ▽
市
立
病
院
事

は
す
 ぬ
ま
 じ
ゅ
ん
 
こ

務
局
主
査
（
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
主
査
） 
猪
  股
 

い
の
 ま
た

 和
  夫
 

か
ず
 
お

■
議
会
事
務
局

▼
主
査
職

▽
議
会
事
務
局
主
査（
市
民
課
戸
籍

年
金
グ
ル
ー
プ
主
査
） 佐
  藤
  紀
  子
 

さ
 
と
う
 の
り
 
こ

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
課
長
職

▽
教
育
次
長
（
産
業
課
長
） 佐
  藤
  守
 

さ
 と
う
 ま
も
る

▼
主
査
職

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

グ
ル
ー
プ
主
査
（
市
民
課
保
険
医

療
グ
ル
ー
プ
主
査
） 
安
  楽
  政
  人
 ▽

あ
ん
 ら
く
 ま
さ
 
と

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ
主
査
（
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
主
任
） 
熊
 

く
ま

 谷
  広
  雪
 

が
い
 ひ
ろ
 ゆ
き

■
監
査
委
員
事
務
局

▼
主
任
主
査
職

▽
監
査
委
員
事
務
局
主
任
主
査

（
監
査
委
員
事
務
局
主
査
） 
沢
  田
 

さ
わ
 
だ

て
る
み

■
消
防
本
部

▼
主
幹
職

▽
消
防
本
部
主
幹
【
警
防
・
救
急

グ
ル
ー
プ
担
当
】（
予
防
・
保
安
グ

ル
ー
プ
担
当
） 齊
  藤
  俊
  司
 ▽
消
防

さ
い
 と
う
 し
ゅ
ん
 
じ

本
部
主
幹
【
予
防
・
保
安
グ
ル
ー

プ
担
当
】（
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ

担
当
） 
菊
  地
  浩
  昭
 

き
く
 
ち
 
ひ
ろ
 あ
き

▼
主
任
主
査
職

▽
総
務
・
消
防
団
グ
ル
ー
プ
主
任

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

主
査
（
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
主

任
主
査
） 
神
  邦
  広
 ▽
警
防
・
救
急

じ
ん
 く
に
 ひ
ろ

グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
（
総
務
・
消

防
団
グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
） 
堀
  川
 

ほ
り
 か
わ

 俊
  勝
 

と
し
 か
つ

■
派
遣
職
員

▼
主
査
職

▽
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
（
総
務
課
広
報
情
報
グ

ル
ー
プ
主
査
） 
蓮
  沼
  修
  司
 

は
す
 ぬ
ま
 し
ゅ
う
 
じ

■
平
成
　
年
４
月
１
日
付
新
規
採

２６

用
者

▽
 佐
  藤
  貞
  子
 （
市
立
病
院
薬
局

さ
 
と
う
 て
い
 
こ

長
）
▽
 平
  沼
  達
  也
 （
総
務
課
広
報

ひ
ら
 ぬ
ま
 た
つ
 
や

情
報
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 石
  井
  勝
 

い
し
 
い
 
か
つ

 也
 （
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

や主
事
）
▽
 山
  本
  慶
  二
  郎
 （
市
民
課

や
ま
 も
と
 け
い
 
じ
 
ろ
う

保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 野
 
の

 口
  絢
  華
 （
保
健
福
祉
課
保
健
予
防

ぐ
ち
 あ
や
 
か

グ
ル
ー
プ
保
健
師
）
▽
 秋
  元
  智
  史
 

あ
き
 も
と
 さ
と
 
し

（
建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
技

師
）
▽
 田
  村
  恵
  一
 （
産
業
課
商
工

た
 
む
ら
 け
い
 い
ち

観
光
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 市
  原
  優
 

い
ち
 は
ら
 ゆ
う

 人
 （
消
防
本
部
警
防
・
救
急
グ
ル

とー
プ
担
当
）

■
平
成
　
年
３
月
　
日
付
退
職
者

２６

３１

▽
 山
  川
  裕
  正
 （
総
務
課
付
課
長
・

や
ま
 か
わ
 ひ
ろ
 ま
さ

歌
志
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
）
▽
 森
  脇
  正
  志
 （
財
政
課
長
）

も
り
 わ
き
 ま
さ
 
し

▽
 森
  脇
  寸
  子
 （
保
健
福
祉
課
主
幹

も
り
 わ
き
 ち
か
 
こ

兼
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ
主
査
事
務

取
扱
）
▽
 沼
  田
  秀
  穂
 （
市
立
病
院

ぬ
ま
 
た
 
ひ
で
 
お

事
務
局
主
幹
）
▽
 廣
  瀬
  義
  治
 （
消

ひ
ろ
 
せ
 
よ
し
 は
る

防
本
部
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
主

査
）
▽
 紺
  野
  香
  織
 （
保
健
福
祉
課

こ
ん
 
の
 
か
 
お
り

福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 千
 
ち

 葉
  智
  文
 （
市
立
病
院
看
護
部
准
看

ば
 
ち
 
ふ
み

護
師
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平
成

年
４
月
１
日

平
成
　
年
４
月
１
日
付付
　

歌
志
内
市
職
員
人
事
異

歌
志
内
市
職
員
人
事
異
動動

２６２６

市
臨
時
職
員
募
集

▼
職
　
種
　
事
務
補
助
員

▼
募
集
人
数
　
１
人

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
自
力
に
よ
り

通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な

し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
。

▼
勤
務
時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１７

▼
賃
金
　
日
額
５
，６
４
０
円

▼
勤
務
日
数
　
月
　
日
程
度
　
　

２０

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）

▼
採
用
試
験
　
応
募
締
め
切
り
後

に
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
締
切
　
４
月
　
日
（
火
）

１５

▼
採
用
予
定
日
　
５
月
１
日（
木
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
企

画
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯

４
２
～
３
２
１
２
）
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歌
志
内
俳
句
会
選

会
員
作
品

高
瀬
　
仁
孝

世
渡
り
に
台
本
あ
ら
ず
亀
の
鳴
く

※
亀
鳴
く
＝
亀
に
は
発
声
器
官
が
な

い
の
で
鳴
か
な
い
が
、
晩
春
の
情

趣
を
匂
わ
す
季
語
と
し
て
古
来
よ

り
 詠
 ま
れ
て
い
る

よ

岡
部
　
康
一

歳
月
や
面
影
遠
く
 月
  朧
 

つ
き
 お
ぼ
ろ石

塚
　
ト
キ

山
菜
の
塩
ぬ
き
の
水
ぬ
る
み
け
り

大
沼
　
き
み

高
階
の
 庇
哭
 か
せ
て
春
一
番

ひ
さ
し
な

勝
部
　
貞
子

お
ぼ
ろ
 月
 シ
ネ
マ
の
 余
韻
 な
ほ
続
き

つ
き
 

よ
い
ん須

藤
　
涼
子

梅
の
風
通
り
過
ご
し
て
歩
み
出
す

～歌志内市老人クラブ講話会～
▲物忘れ予防の話しを演題に、脳の機能低下を
防ぐための、簡単な暗算などの手法を学習し
ました。 （３月１４日　老人福祉センター）

～家族で楽しむ空知の食材～
▲地元の水耕栽培を見学し、その後チロルの湯
で葉野菜の調理法を学び、参加した皆さんで
食事を行いました。　　　　　　 （３月１８日）

～歌志内市仲間づくり「子ども会議」～
▲小・中学校の代表者が集い、いじめ問題を未
然に防ぐ方法を話し合い、最後に発表を行い
ました。  （２月２６日　公民館）

※このコーナーは、市内の出来事をご紹介して
いるコーナーです。広報紙に掲載した写真を
無料で差し上げますので、ご希望の方はご連
絡ください。
■連絡先　総務課広報情報グループ（市役所３
階　緯４２～３２１２）

吉
岡
　
ゆ
か

さ
ざ
め
き
の
枝
か
ら
枝
に
 春
  隣
 

は
る
 ど
な
り

　
横
山
　
冬
青

前
掛
け
の
釣
り
銭
さ
ぐ
る
 蜆
  売
 

し
じ
み
 う

「
入
学
」

藤
原
　
ミ
ツ

「春、そこに。」

川辺　広子

　
市
民
の
ひ
ろ
ば
へ
の
作
品
投
稿

は
、
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
３
階
緯
４
２
～
３
２
１
２
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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行
　
　
事

■
移
動
ど
う
わ
会

▼
と
　
き
　
4
月
4
日
（
金
）　

時
１５

▼
と
こ
ろ
　
神
威
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

し
ば
い
、
工
作

■
移
動
と
し
ょ
か
ん

▼
と
　
き
　
４
月
９
日
（
水
）　

時
１４

　
分
～

３０
▼
と
こ
ろ
　
歌
神
　
番
地
（
歌
神
三

９４

区
）
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
４
月
　
日
（
木
）

１７

▼
と
こ
ろ

▽
楽
生
園
　
　
時
　
分
～

１４

３０

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
　
　
時
　
分
～

１５

４５

▽
市
民
体
育
館
　
　
時
　
分
～

１６

１５

※
図
書
館
で
は
、
移
動
と
し
ょ
か
ん

の
開
催
場
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

『
恋
歌
』 

（
朝
井
ま
か
て
　
著
）

　
樋
口
一
葉
や
三
宅
花
圃
の
師
と
し

て
知
ら
れ
る
歌
人
、
中
島
歌
子
。
幕

末
の
動
乱
の
中
で
水
戸
藩
士
に
恋
を

し
、
歌
を
詠
み
、
激
し
く
生
き
抜
い

た
女
性
の
一
生
を
描
い
た
時
代
小
説
。

直
木
賞
受
賞
作
で
す
。

『
米
中
開
戦
　
１
～
４
』

（
T
・
ク
ラ
ン
シ
ー
、
マ
ー
ク
・
グ
リ

ー
ニ
ー
　
著
）

　
も
し
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
が
戦

争
に
な
っ
た
ら
？
　
国
際
情
報
の
分

析
を
も
と
に
展
開
す
る
軍
事
サ
ス
ペ

ン
ス
小
説
。

『
ど
っ
こ
い
大
田
の
工
匠
た
ち
』  　

　
　
 （
小
関
智
弘
　
著
）

『
心
の
力
』 

（
姜
尚
中
　
著
）

『
そ
の
手
を
に
ぎ
り
た
い
』  

（
柚
木
麻
子
　
著
）

『
無
花
果
の
実
の
な
る
こ
ろ
に
』  

（
西
條
奈
加
　
著
）

『
叛
逆
捜
査
』 

（
渡
辺
裕
之
　
著
）

『
破
門
』 

（
黒
川
博
行
　
著
）

『
連
写
』 

（
今
野
敏
　
著
）

北
門
文
庫
コ
ー
ナ
ー

『
木
は
い
い
な
あ
』

（
ユ
ー
ド
リ
イ
　
さ
く
　
シ
ー
モ
ン

ト
　
え
　
さ
い
お
ん
じ
さ
ち
こ
　
や

く
）

　
生
活
の
中
に
木
が
あ
る
こ
と
の
楽

し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
子
供
の
目
線

で
素
直
に
あ
ら
わ
し
た
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
絵
本
。

『
や
ま
ね
こ
せ
ん
せ
い
お
お
い
そ
が

し
』 

（
末
崎
茂
樹
　
作
・
絵
）

～保育所お遊戯会～
▲園児たちは、今日までがんばって練習してき
た踊りを、かわいい衣装に身を包み元気いっ
ぱい発表しました。 （３月２３日　神威保育所）

～全市婦人の集い～　婦人会連絡協議会主催
▲身近な税の話しをテーマに、税金の課税され
る仕組みや使われ方、税の大切さを学びまし
た。　　 　　  （３月４日　公民館）

 松  本 　 陽依 ちゃん
まつ もと ひ よ り

長女（１０か月）～文珠第二～

お母さんのひとこと
　少し人見知りを
しますが、とても元
気です。最近は”は
いはい”しながらい
たずら遊びしてい
ます。このまま健
康で優しい子に育
ってほしいですね。

今月のかわいい

うたっ子をご紹

介します。

～トリアージ訓練～
▲集団災害時に傷病者の生存が可能な患者を救
助するため、誰を優先して運ぶべきかを判断
する訓練が行われました。   　　（3月7日）
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行事・会場・時間（冊受 ：受付時間）曜日

斬移動収納車（９：００～１１：５０）
斬移動としょかん（楽生園14：30～・給食センター
15：45～・市民体育館16：15～）

木１７

金１８

斬【休日当番医】市立病院土１９
斬【ガソリンスタンド日曜当番店】永田商事叙
（８：００～１７：３０）
斬【休日当番医】市立病院

日２０

月２１
斬乳幼児相談（公民館冊受 ３～４か月児９：５０～１０：００、
その他１０：００～１０：１５）

火２２
斬健康相談（市役所１０：００～１２：００）
斬社協心配ごと相談（本町生活館13：00～15：00）
斬麻しん・風しん予防接種【１期】（市立病院冊受 １４：
１５～１４：３０）

斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

水２３

木２４

金２５

斬【休日当番医】市立病院土２６
斬【ガソリンスタンド日曜当番店】なし
斬【休日当番医】市立病院

日２７

月２８

斬【休日当番医】市立病院火２９
斬移動収納車（９：００～１１：５０）
斬社協心配ごと相談（本町生活館13：00～15：00）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

水３０

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医市立病院外来診療医師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（事務局（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５４２～３１８５））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））
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東光児童館　緯４２～３３７４

１９日（土）　１３：００～子ども映画の集い（郷土館）

２６日（土）　１３：００～レクリエーション

神威児童センター　緯４２～３１９２

１９日（土）　１３：００～子ども映画の集い（郷土館）

２６日（土）　１３：００～体力テスト

■休館のお知らせ
　東光児童館・神威児童センターの休館日は、７日
（月）・１４日（月）・２１日（月）・２８日（月）・３０日（水）です。

金木水火月

渡邊
医師

高橋
医師

高橋医師
渡邊
医師

高橋
医師

午前

高橋
医師

渡邊
医師

渡邊医師
安友
医師

安友
医師

午後

２日～渡邊医師
９日～高橋医師
１６日～渡邊医師
２３日～高橋医師
３０日～渡邊医師

夜間
診療

　今月の粗大ごみ回収の申し込みは、４月２２日（火）
の午前中までに環境交通グループに申し込みくださ
い。（各世帯で一度に３個まで）
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土金木水火月日

５４３２１

○燃 ○生 ○資 ○危 ○燃 

１２１１１０９８７６

○燃 ○生 ○不 ○危 ○燃 ○生 

１９１８１７１６１５１４１３

○燃 ○生 ○資 ○危 ○燃 ○生 

２６２５２４２３２２２１２０

○燃 ○生 ○粗 ○燃 ○生 

３０２９２８２７

○燃 ○生 

○生 =生ごみ、○燃 =燃やせるごみ、○不 =燃やせないごみ、

○資 =資源ごみ、○危 =危険ごみ、○粗 =粗大ごみ
※表示のない日はごみ収集を行いません。

■納入場所

▼市役所１階会計窓口

▼北門信用金庫本店・
各支店

▼北洋銀行本店・各支
店

▼北海道労働金庫本店
・各支店

▼北海道銀行本店・各
支店

▼道内の郵便局または
ゆうちょ銀行

鋸月の納税

試第１期　固定資産税

諮納期限　４月３０日(水)

鋸月の移動収納車巡回日

試１７日(木)・３０日(水)

●問い合わせ

諮税務グループ

　 （市役所２階緯４２～３２１４）　
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カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンカレンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
行事・会場・時間（冊受 ：受付時間）曜日
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斬札幌弁護士会無料法律相談（公民館１０：００～１２：
００）

火１

斬社協心配ごと相談（本町生活館13：00～15：00）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

水２

斬定例行政相談（公民館１３：００～１５：００）
斬介護保険相談（公民館１３：００～１５：００）

木３

斬移動どうわ会（神威児童センター15：00～）金４

斬【休日当番医】市立病院土５
斬【ガソリンスタンド日曜当番店】明円工業叙歌
志内給油所（７：３０～１８：００）
斬【休日当番医】市立病院

日６

月７

火８
斬社協心配ごと相談（本町生活館13：00～15：00）
斬ＢＣＧ予防接種（市立病院冊受 １４：１５～１４：３０）
斬３種混合予防接種（市立病院冊受 １４：１５～１４：３０）
斬移動としょかん（歌神三区14：30～）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

水９

斬４種混合予防接種（市立病院冊受 14：15～14：30）
斬ポリオ予防接種（市立病院冊受 １４：１５～１４：３０）

木１０

金１１

斬【休日当番医】市立病院土１２

斬【ガソリンスタンド日曜当番店】なし
斬【休日当番医】市立病院

日１３

月１４

斬札幌弁護士会無料法律相談（公民館１０：００～１２：
００）

火１５

斬社協心配ごと相談（本町生活館13：00～15：00）
斬定例行政相談（老人福祉センター１３：００～１５：
００）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

水１６

BCG予防接種（９日）
対象児　１歳未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

３種混合予防接種（９日）
対象児　３か月～７歳半未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

４種混合予防接種・ポリオ予防接種（１０日）
対象児　３か月～７歳半未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

乳幼児相談（２２日）
対象児　３～４か月児（Ｈ２５．１１．１９～Ｈ２６． １ ．２２生）

　　　　７～８か月児（Ｈ２５． ７ ．１９～Ｈ２５． ９ ．２２生）

　　　　１０～１１か月児（Ｈ２５． ４ ．１９～Ｈ２５． ６ ．２２生）

　　　　その他希望者

持ち物　母子健康手帳・個人通知に同封の質問票（３

　　　　～４か月児のみ）・バスタオル・その他オム

　　　　ツの替えやミルクなど必要なもの

健康相談（２３日）
※事前予約が必要です

麻しん・風しん予防接種【１期】（２３日）
対象児　１２か月～２４か月未満児

持ち物　母子健康手帳・予診票

※電話での相談も受け付けます。

問い合わせ　社会福祉協議会（緯４２～２３２８）

札幌弁護士会無料法律相談（１日・１５日）
定例行政相談（３日・１６日）
問い合わせ　環境交通グループ（市役所１階緯４２～３２１７）
介護保険相談（３日）
問い合わせ　地域包括支援センター（市役所２階緯４２
　　　　　～３２１３）

社協心配ごと相談

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各 種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種 相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相各　種　相　談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

開催場所相　　談　　員日

本町生活館内

心配ごと相談所

（緯４２～６７９２）

 田  中 　 歌  子 
た なか うた こ

 相  良 　 昭吉 
さが ら あきよし

２日

 黒  田 　 征  子 
くろ だ まさ こ

 関 　　 武  雄 
せき たけ お

９日

 高  橋 カズ 子 
たか はし こ

 細  谷 　　
ほそ や

 亘 
わたる

１６日

 井  村 　 敬  子 
い むら けい こ

 山  崎 　　 正 
やま ざき ただし

２３日

 伊  藤 　
い とう

 禮 
れい

 子 
こ

 小  島 　　 修 
こ じま おさむ

３０日
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■募集住宅

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

住宅番号面積種別団地・地区名区分

K５９－２－７６３㎡3ＤＫ文珠西歌団地公営今回

KA５９－１－１６３㎡3ＤＫ上 歌 地 区改良前回

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築

住
宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）
、
住

民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証

明
書

▼
締
め
切
り
　
４
月
　
日
（
月
）

１４

▼
決
定
方
法
　
今
回
募
集
分
は
抽

選
で
、
前
回
募
集
分
は
申
し
込

み
順
に
入
居
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募

集
中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

　
北
海
道
警
察
で
は
、
次
の
と
お

り
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

■
共
通
事
項
　
（
男
性
・
女
性
）

昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５７

9
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生

▽
A
区
分
　
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
）
等
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

２７
を
含
む
）

▽
B
区
分
　
A
区
分
以
外
の
方

（
高
校
在
学
中
の
方
を
除
く
）

▼
願
書
受
付
期
間
　
４
月
１
日

（
火
）
～
同
　
日
（
水
）

１６

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
４
月
　１１

日
（
金
）　

時
　
分
ま
で

１７

３０

▼
第
１
次
試
験
日
　
５
月
　

日
１１

（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
警
察
本

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門

官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

▽
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
５

５９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
方
で
大
学
を
卒
業
し
た
な

ど
別
に
定
め
る
方

▼
試
験
日
　

▽

第

１

次

試

験
　
６

月

８

日

（
日
）

▽

第

２

次

試

験
　
７

月
　

日

１５

（
火
）
～
同
　

日
（
水
）
の
う

２３

ち
１
日
間

▼
受
付
期
間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
４
月
１
日

（
火
）
～
同
　

日
（
月
）
受
信

１４

有
効

※
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
　
（h

ttp
:

/
/
w
w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.g

o
.jp
/
ju
k
e
n
.h
tm
l

）

▽
郵
送
ま
た
は
持
参
　
４
月
１
日

（
火
）
、
同
２
日
（
水
）
ま
で
の

通
信
日
付
有
効

※
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
国
税
局
人

事
第
2
課
（
緯
０
１
１
～
２
３

１
～
５
０
１
１
）
ま
た
は
、
滝

川
税
務
署
（
緯
２
２
～
２
１
９

１
）

部
採
用
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
１
２

０
～
８
６
０
～
３
１
４
）

※
赤
歌
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
k
a
u
ta
-s

y
o
.p
o
lic
e
.p
r
e
f.h
o
k
k
a
id

o
.lg
.jp
/

）
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

北
海
道
警
察
官
募
集
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消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
に
伴

い
、
４
月
分
か
ら
各
種
手
当
の
額

が
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
各
種
手
当
の
額
は
、
政
令
に
よ

り
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変

動
に
応
じ
て
改
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平成２６年４月から平成２６年３月まで手当の種類

４１,０２０円４１,１４０円児童扶養手当（全部支給）

４１,０１０円～９,６８０円４１,１３０円～９,７１０円児童扶養手当（一部支給）

４９,９００円５０,０５０円特別児童扶養手当1級

３３,２３０円３３,３３０円特別児童扶養手当2級

２６,０００円２６,０８０円特別障害者手当

１４,１４０円１４,１８０円障害児福祉手当

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

３
２
１
３
）

※児童扶養手当は、2人目は５,０００円、3人目以降は３,０００円ずつ
　加算されます。

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横

断
前
に
必
ず
左
右
の
確
認
を
行

い
、
無
理
な
横
断
は
や
め
ま
し

ょ
う
。 

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
安
全
利
用
五
則
徹
底
）

▽
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ

う
。

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

は
禁
止

②
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し

ょ
う
。

③
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▽
運
転
す
る
場
合
や
助
手
席
・
後

部
座
席
に
乗
車
す
る
場
合
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
運
転
者
や
同
乗
者
は
飲
酒
運
転

の
危
険
性
や
違
法
性
を
認
識
し
、

「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い

・
さ
せ
な
い
」
と
い
う
強
い
決

意
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
（
日
）
～
同
　
日
（
火
）

１５

　
春
は
、
新
入
学
児
童
な
ど
の
通
学
が
は
じ
ま
る
時
期
で
あ

り
、
雪
解
け
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
よ
る
子

ど
も
や
高
齢
者
の
歩
行
者
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈
赤
歌
警
察
署
・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
作
戦
本
部
・
歌
志
内
市
〉

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
め
ざ
せ
 安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
市
で
は
、
市
内
全
域
で
野
犬
掃

と
う
（
野
犬
の
処
分
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
首
輪
を
付
け
て
い
て
も
、
放
し

飼
い
の
状
態
で
は
処
分
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
犬
は
必
ず
け
い
留
し
て
飼
う

▽
定
期
的
に
「
首
輪
・
鎖
・
け
い

留
杭
・
檻
」
に
破
損
や
緩
み
が

な
い
か
点
検
す
る

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）

………………………………………………………………………………………………………

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
野
犬
掃
と
う
を
実
施

平
成
　
年
度
の
           

２６

  　
各
種
手
当
額
改
定

　
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ノ
ー
リ
ー
ド
で
の
散
歩
は
危
険

　
リ
ー
ド
を
き
ち
ん
と
付
け
、
逃

げ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
フ
ン
の
始
末
を
お
忘
れ
な
く
　

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩
き
、

「
フ
ン
」
は
必
ず
回
収
し
必
ず
自

宅
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
絶
対
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

入
れ
た
り
、
そ
の
場
に
放
置
し

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
環
境
交
通
グ
ル
ー
プ
〉

散
歩
は
マ
ナ
ー
　
　
　

　
　
　
を
守
っ
て
安
心
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………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
墓
地
の
使
用
許
可
、
使
用
権
の

承
継
譲
渡
、
納
骨
、
改
葬
、
墓
碑

の
建
立
、
返
還
な
ど
市
営
墓
地
に

関
す
る
手
続
き
は
す
べ
て
市
役
所

で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
墓
地
の

使
用
に
あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
墓
地
の
使
用
者
は
、
墓
地
使
用
敷

地
の
清
掃
と
草
刈
り
を
自
ら
の

責
任
で
行
い
、
他
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
管
理
し
て
く
だ
さ
い

▽
墓
地
に
は
ご
み
箱
を
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
供
物
・
供
花
・

骨
箱
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）

■
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
　２６

年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２

年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一

の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
障
害
年
金
受
給
等
で
法
定
免
除

を
受
け
て
い
る
方
へ

　
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど
に

よ
り
法
定
免
除
と
な
っ
て
い
る
方

に
つ
い
て
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
、

２６

保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る
「
納

付
申
出
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料
の

口
座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保
険
料

の
割
引
な
ど
、
便
利
で
お
得
な
制

度
を
あ
わ
せ
て
ご
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
～
２
１
４
４
）
ま

た
は
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１

７
）
へ
。　

　
空
知
中
部
広
域
連
合
構
成
市
町

管
内
に
お
住
ま
い
の
、　

歳
以
上

65

の
方
を
対
象
に
、
現
在
の
生
活
状

況
や
健
康
状
態
を
お
聞
き
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
へ
は
、
お
知
ら
せ

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

　
市
内
に
お
け
る
空
き
家
等
の
有

効
活
用
を
通
し
て
定
住
促
進
を
図

る
た
め
、
空
き
家
等
の
物
件
情
報

の
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
等
」
を
所
有
し
、
賃
貸

ま
た
は
売
買
を
希
望
す
る
方
で
、

「
空
き
家
等
情
報
登
録
制
度
（
空

き
家
バ
ン
ク
）
」
に
登
録
を
希
望

す
る
方
は
、
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～
３
２
１

２
）
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間
　

▼
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
）　

▽
受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）

～
同
８
日
（
火
）

▼
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

▽
受
付
期
間
　
４
月
９
日
（
水
）

～
　
日
（
月
）

２１

▼
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
、
社
会

人
）

▽
受
付
期
間
　
６
月
　
日
（
月
）

２３

～
７
月
２
日
（
水
）

※
受
験
案
内
な
ど
の
詳
細
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
w
w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.g
o
.

jp
/
ju
k
e
n
.h
tm
l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
事
院
北
海
道

事
務
局
第
二
課
試
験
係
（
緯
０

１
１
～
２
４
１
～
１
２
４
８
）

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

市
営
墓
地
に
関
す
る

 
手
続
き
は
市
役
所
へ

空
き
家
バ
ン
ク

　
　
　
登
録
者
募
集
中

日
常
生
活
圏
域
　
　
　

　
　
　
　
ニ
ー
ズ
調
査

だ
き
、
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
調
査
期
間
　
４
月
初
旬
～
同
　３０

日
ま
で

※
調
査
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
本
調
査
の
目
的
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
空
知
中
部
広
域

連
合
事
務
局
（
緯
６
６
～
２
１

５
２
）
ま
た
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
～
３
２
１
３
）
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当日担当弁護士時間及び開催場所

平澤　卓人弁護士

１０時００分～１２時００分

歌 志 内 市 公 民 館
１日

１３時３０分～１５時３０分

上 砂 川 町 役 場

田村　秀樹弁護士
１０時００分～１２時００分
赤平市コミュニテ ィ
セ ン タ ー 別 館

８日

中島　正博弁護士

１０時００分～１２時００分

歌 志 内 市 公 民 館
１５日

１３時３０分～１５時３０分

上 砂 川 町 役 場

橋本　佐和子弁護士
１０時００分～１２時００分
赤平市コミュニテ ィ
セ ン タ ー 別 館

２２日

祝日のため、お休みいたします２９日

…………………………………………………………………………………

４
２
～
３
２
１
３
）

時　　間場　　　所

１０：００～１１：５０市 役 所 前

１３：００～１３：５０市 立 病 院 前

１４：００～１４：５０道の駅駐車場

１５：００～１６：００
歌志内中学校
駐 車 場

■巡回場所と時間

■４月の予定表

　
次
の
日
程
に
よ
り
、
移
動
献
血

車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
市
内
を
巡

回
し
ま
す
の
で
、
献
血
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
４
月
　
日
（
月
）

２１

▼
と
こ
ろ
　
右
下
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ
　
歌
志
内
市
献
血

推
進
協
議
会
事
務
局
（
福
祉
事

業
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
２
階
緯

　
在
宅
で
重
度
の
要
介
護
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
介
護

用
品
と
交
換
で
き
る
引
換
券
を
交

付
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
が
要

介
護
４
ま
た
は
５
の
在
宅
高
齢

者
を
同
一
世
帯
で
介
護
し
て
い

る
非
課
税
世
帯
の
家
族

▼
対
象
品
目
　
紙
お
む
つ
、
尿
取

り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨
て
手
袋
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

等
の
介
護
用
品

▼
助
成
額
　
１
か
月
　
３
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
２
階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、
次
の

と
お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

繋
製
造
工

▼
求
人
数
　
2
人
　
年
齢
不
問

罫
介
護
ス
タ
ッ
フ

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

茎
歯
科
助
手
又
は
歯
科
衛
生
士

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

荊
土
木
技
術
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

蛍
介
護
員
（
支
援
員
）

▼
求
人
数
　
2
人
　
　
歳
以
下

５９

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
（
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
～
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報
 （
３
月
　
日
現
在
）

１１

　
札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
～
３
２
１
７
）
、
赤

平
市
役
所
市
民
相
談
係
（
緯
３

２
～
１
８
３
４
）
、
上
砂
川
町

役
場
戸
籍
年
金
係
（
緯
６
２
～

２
０
１
１
）

※相談会は、毎週火曜日です。

…………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

献
血
に
ご
協
力
を

家
族
介
護
用
品

 

引
換
券
を
交
付

札
幌
弁
護
士
会
無
料
法

律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
水
道
を
使
用
開
始
・
中
止
ま
た

は
廃
止
す
る
と
き
は
、
４
～
５
日

前
ま
で
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
無
届
け
で
水
道
の
使
用
を
や
め

た
場
合
は
、
引
き
続
き
料
金
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
内
で
転
居
し
た
場
合
は
、
旧

住
所
と
新
住
所
の
料
金
は
別
々
の

請
求
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団
（
緯
５
３
～
３
８
３

１
）
ま
た
は
同
歌
志
内
営
業
所

（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
２
２

２
５
）

水
道
の
開
始
・
中
止
は

 

必
ず
届
け
出
を
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

平成26年4月号

くらしの情報

人人　　口口　　４,４,００１７１７人（－人（－１１３人）３人）

男　男　　　　１１,,８４０８４０人（人（－３－３人）人）

女　女　　　　２２,,１７７１７７人（－１０人人（－１０人））

世世　　帯帯　　２２,,２１２１４４世世帯帯（（－３－３世帯世帯））

 （（平平成２成２６６年２年２月末月末日日現在現在））

而いつまでも　おしあわせに

　 上  田  　 正  志 さん＝ 福  田  さつきさん　　 文珠
うえ だ まさ し ふく だ

恭おくやみ　もうしあげます

　 玉  置  
たま おき

 美  惠  子 さん（９１歳・２月３日逝去）神威
み え こ

　 斉  藤   小  夜  子 さん（７８歳・２月１１日逝去）本町
さい とう さ よ こ

　 長  田 　  雅  敏 さん（７４歳・２月１３日逝去）中村
なが た まさ とし

　 村  上 　  榮  子 さん（８０歳・２月１４日逝去）神威
むら かみ えい こ

　 沼  田 　  富  代 さん（８７歳・２月１５日逝去）神威
ぬま た とみ よ

……………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
公

民
館
（
緯
４
２
～
３
９
０
２
）

　
平
成
　

年
度
の
チ
ロ
ル
学
園

２６

（
高
齢
者
大
学
）
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
講
話
や
視
察
な
ど
、

全
　
回
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

１４
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
５
月
8
日
（
木
）
～

　
月
中
旬
　
　
時
～

１０

１０

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
ほ
か

▼
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
　６０

歳
以
上
の
方

▼
受
講
料
　
１
，５
０
０
円
（
講
座

内
容
に
よ
っ
て
別
途
費
用
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
充
実
し

た
広
報
紙
に
す
る
た
め
次
の
と
お

り
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
会
議
日
程
　
年
２
回
程
度
（
開

催
時
間
に
つ
い
て
は
相
談
に
応

じ
ま
す
）

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る

高
校
生
以
上
の
方
（
市
職
員
と

市
議
会
議
員
は
除
く
）

▼
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
　
広
報
紙
に

対
す
る
意
見
や
感
想
、
広
報
紙

で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
の
要
望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
委
嘱
期
間
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か

ら
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２７

３１

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
広
報
情

報
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯

4
2
～
３
２
１
２
）　

　
出
歩
く
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ

た
・
足
腰
が
弱
っ
た
・
食
べ
物
の

飲
み
込
み
が
悪
い
・
む
せ
る
こ
と

が
多
い
・
痩
せ
て
き
た
な
ど
、
そ

ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
方
に
こ

そ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
教
室

で
す
。
み
ん
な
で
活
動
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
不
思
議
と
元
気
に
な

り
、
毎
日
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
市
内
に
居
住
す
る
　６５

歳
以
上
の
方
で
、
運
動
機
能
・

口
腔
機
能
の
低
下
が
あ
る
方
、

低
栄
養
が
心
配
な
方
な
ど

▼
と
　
き
　
５
月
8
日
（
木
）
～

6
月
　
日
（
月
）
全
　
回
　
　

３０

１１

１３

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
・
チ
ロ
ル
の

湯
▼
内
　
容
　
転
ば
な
い
た
め
の
体

力
、
筋
力
づ
く
り
・
お
口
の
お

手
入
れ
方
法
や
口
体
操
・
食
生

活
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▼
料
　
金
　
無
料

▼
定
　
員
　
　
人
程
度

２５

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４

月
　
日
（
月
）
ま
で
に
、
保
健

２１
予
防
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階

緯
４
２
～
３
２
１
３
）
へ
。

　
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
５
月
７
日
（
水
）
～

６
月
　
日
（
木
）
全
８
回
　
　

２６

１８

時
　
分
～

３０

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館

▼
内
　
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
等
指
導

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
員
　
　
人
２０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
公

民
館
（
緯
４
２
～
３
９
０
２
）

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

 

ス
ク
ー
ル
開
催

チ
ロ
ル
学
園

 

受
講
生
募
集

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集


